
　ソ
チ
五
輪
で
は
雪
上
、
氷
上
の
熱

い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
寝
不
足

で
体
調
を
崩
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
公
務
員

ラ
ン
ナ
ー
の
対
決
が
注
目
さ
れ
る

中
、
抽
選
で
漏
れ
た
私
は
、
ウ
ズ
ウ

ズ
し
な
が
ら
の
テ
レ
ビ
観
戦
で
し

た
。　来

年
こ
そ
は
走
れ
る
よ
う
に
ジ
ョ

ギ
ン
グ
を
再
開
し
よ
う
と
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。

　
　
　
　
　（
係
）

発行所 嘉島町
発行人 荒 木 泰 臣
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発行日　平成26年３月14日

嘉島町の人口動態

平成26年2月28日現在

（前月比）

嘉島東小３年生が自分たちで育てた大豆でコロッケを
作りました。上手においしくできたかな。（本文７㌻）

作ったよ ！

人　口　 9,085 人　　（＋38）

　男　　 4,366 人　　（＋20）

　女　　 4,719 人　　（＋18）

世帯数　 3,351 世帯　（＋24）

-

- - -

No.484No.484

ハッピードリームサーカスのオープニングセレモニーでさくら太鼓を
披露した嘉島幼稚園の園児と荒木町長、団員たち。
ハッピードリームサーカスのオープニングセレモニーでさくら太鼓を
披露した嘉島幼稚園の園児と荒木町長、団員たち。

広報かしま2014.3

主な内容

○多目的競技場完成……②
○米生産数量目標………②
○駅伝２人で９人抜き…③
○サーカス開幕…………④
○グラウンドゴルフ……④
○足手荒神大祭…………⑤

○園児の生活発表会……⑥
○「海苔の日」給食……⑥
○東小大豆コロッケ……⑦
○西小持久走大会………⑧
○町民会館ホール予約…⑧
○お知らせ情報館…⑨～⑬
○人権シリーズ…………⑭
○かしまの文芸…………⑱

清水わき 心ふれあう 嘉島町

年
平成 年

　鯰ふれ笑(あ)いサロンの皆さん。平成21年8月にサロン活動をスタート。毎月第1・3水曜日にいきいき教室
で介護予防の体操などを行っています。
　2月5日は、健康づくり体操のあと、ブローチづくりに挑戦。針や糸を使っての細かい作業とあって、いつ
になく静かでしたが、完成するころにはいつもどおりの笑顔の絶えない和やかな雰囲気でした。ふくろうブ
ローチが福をもたらしてくれることでしょう。

「Ｌet’s enjoy 楽しんでいます」では元気に活動されるお年寄りの団体や個人を紹介します。
掲載を希望される方は総務課広報係までご連絡ください。

3月16日（日）　熊本回生会病院（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　 ☎２３７－１１３３
3月21日（金・祭）　御船クリニック（御船町）
　　　　　　　　　　　　 ☎２８２－０１０６
3月23日（日）　泰泉堂牟田医院（御船町）
　　　　　　　　　　　　 ☎２８２－０２１６
3月30日（日）　大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）
　　　　　　　　　　　　 ☎２８２－３９００
4月 6日（日）　香田整形外科医院（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　 ☎２３７－２８１１
　　　　　  古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
　　　　　　　　　　　　 ☎２８４－２０１０
4月13日（日）　小糸整形外科医院（御船町）
　　　　　　　　　　　　 ☎２８２－００５０
4月20日（日）　たなか内科眼科医院（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　 ☎２３５－７２３５
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4 , 000円

2 , 000円

町　外

町　内
人工芝広場

1 , 000円

500円

町　外

町　内トラック
（団体使用の場合）

4 , 000円

2 , 000円

町　外

町　内
４基全点灯照

明（
１
時
間
） 2,000円

1 , 000円

町　外

町　内
４基半点灯

5 , 000円

2 , 500円

町　外

町　内
競技場全面

競
技
場（
１
時
間
）

上
仲
間

下
仲
間

　
嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
に
多
目

的
競
技
場
が
完
成
。
４
月
５
日
に

記
念
式
典
を
開
き
、
翌
６
日
か
ら

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
陸
上
ト
ラ
ッ
ク
は
「
水
の
郷
か

し
ま
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
青
色
仕

様
。
ト
ラ
ッ
ク
内
は
県
内
有
数
の

人
工
芝
の
広
場
と
し
て
、
サ
ッ

カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
で
利
用
で

き
ま
す
。

　
予
約
の
受
付
は
嘉
島
町
内
の
方

が
３
月
17
日
（
月
）、
町
外
の
方

は
３
月
25
日
（
火
）
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
芝
生
広
場
に
は
大
型
複

合
遊
具
を
設
置
、
子
ど
も
た
ち
も

遊
べ
る
公
園
に
な
り
ま
す
。

○
４
月
か
ら
、
利
用
促
進
の
た

め
、
町
外
の
方
も
平
日
９
〜
17
時

は
、
照
明
を
除
く
総
合
運
動
公
園

の
施
設
（
野
球
場
含
む
）
を
町
内

料
金
で
使
用
で
き
ま
す
。

○
町
営
運
動
場
も
４
月
か
ら
、
町

外
の
方
も
平
日
は
、
照
明
を
除
い

て
町
内
料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
　
　
☎
２
３
７‐

０
０
５
８

　
嘉
島
町
地
域

農
業
再
生
協
議

会
は
２
月
13
日

町
役
場
で
開
か

れ
、
平
成
26
年

産
米
の
生
産
数

量
目
標
を
２
，

３
７
４
㌧（
面
積

換
算
値
４
１
８

㌶
）と
す
る
こ
と

を
承
認
し
ま
し

た
。
前
年
に
比

べ
て
86
㌧
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
に

は
、
荒
木
町
長

や
嘱
託
員
、
農

業
委
員
、
営
農
者
な
ど
約
50
人
が

出
席
。
▽
生
産
数
量
目
標
に
基
づ

く
各
地
区
へ
の
生
産
調
整
面
積
の

配
分
▽
経
営
所
得
安
定
対
策
及
び

水
田
フ
ル
活
用
と
米
政
策
の
見
直

し
▽
集
落
説
明
会
及
び
転
作
図
面

落
と
し
▽
人
・
農
地
プ
ラ
ン
な
ど

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
承
認
し
ま
し
た
。

　
嘉
島
町
産
米
の
「
森
の
く
ま
さ

ん
」
を
含
む
熊
本
県
産
の
３
銘
柄

は
、日
本
穀
物
検
定
協
会（
東
京
）

に
よ
る
２
０
１
３
年
産
米
の
食
味

ラ
ン
キ
ン
グ
で
最
高
評
価
の
「
特

Ａ
」
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
年
産
の
特
別
栽
培
米
「
森

の
く
ま
さ
ん
」（
玄
米
）の
一
部

は
、
熊
本
県
産
米
独
自
ブ
ラ
ン
ド

の
最
高
級
Ｓ
ラ
ン
ク
と
し
て
関

東
・
関
西
方
面
に
出
荷
さ
れ
る
な

ど
、
嘉
島
町
の
米
は
「
最
高
の
良

食
味
・
高
品
質
」
と
し
て
高
い
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
２
人
で
９
人
抜
き
！
―
第
40
回

郡
市
対
抗
熊
日
駅
伝
は
２
月
９

日
、
天
草
市
役
所
前
を
ス
タ
ー

ト
、
び
ぷ
れ
す
熊
日
会
館
前
を

ゴ
ー
ル
と
す
る
14
区
間
で
、
19
郡

市
が
健
脚
を
競
い
、
上
益
城
郡

チ
ー
ム
で
出
場
し
た
清
﨑
優
太

（
上
仲
間
）
と
川
野
聡
介
（
下
仲

間
）
の
両
選
手
は
２
人
合
わ
せ
て

９
人
抜
き
の
快
走
を
見
せ
ま
し

た
。

　
清
﨑
選
手
は
２
区
７
・
７
㌔
、

川
野
選
手
は
３
区
11
・
７
㌔
に
出

場
。
こ
の
ほ
か
、
関
戸
祐
槻
選
手

（
下
六
嘉
）
が
補
員
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
順
位
は
11
位
。
上
位
入

賞
こ
そ
逃
し
ま
し
た
が
、
清
﨑
選

手
は
区
間
８
位
の
力
走
で
６
人
抜

き
、
川
野
選
手
は
同
６
位
の
快
走

で
３
人
抜
き
。
２
人
で
チ
ー
ム
を

16
位
か
ら
一
時
７
位
へ
上
げ
る
見

事
な
タ
ス
キ
リ
レ
ー
を
展
開
、

チ
ー
ム
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
公
共
交
通
で
あ
る
バ
ス
の
利
便

性
向
上
と
利
用
者
増
を
目
的
に
１

月
14
日
か
ら
１
カ
月
間
、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
熊
本
か
ら
浜
線
バ
イ
パ
ス

経
由
の
熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー
ま
で

急
行
バ
ス
を
運
行
す
る
社
会
実
験

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

時
間
短
縮
効
果
や
利
用
満
足
度
は

高
か
っ
た
も
の
の
、
１
日
当
た
り

の
利
用
者
は
目
標
１
６
０
人
に
対

し
て
32
・
５
％
の
52
・
３
人
、
こ
の

内
３
割
が
嘉
島
町
民
で
し
た
。

　
実
験
は
熊
本
市
が
実
施
。
急
行

バ
ス
は
平
日
朝
の
ピ
ー
ク
時
の
９

便
。
途
中
の
停
留
所
は
３
カ
所
。

期
間
中
の
利
用
者
は
１
１
５
０
人

で
、
１
日
当
た
り
最
多
は
64
人
、

最
少
は
35
人
で
し
た
。

　
所
要
時
間
は
路
線
バ
ス
に
比
べ

て
平
均
６
分
半
、
最
大
約
20
分
早

く
、
遅
れ
も
路
線
バ
ス
の
10
分
半

に
比
べ
て
３
・
８
分
と
「
定
時

性
」
も
向
上
し
ま
し
た
。

　
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
旧

城
南
町
の
住
民
が
43
％
、
次
い
で

嘉
島
町
32
％
、
御
船
町
13
％
。
９

割
以
上
が
「
満
足
」
「
や
や
満

足
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

豊
か
に
実
っ
た
稲
穂
（
平
成
２５
年
秋
、
上
仲
間
で
）

完
成
し
た
多
目
的
競
技
場

清
﨑
選
手
（
左
後
方
）
か
ら
タ
ス
キ
を
受
け
て
走
り
出
す
川
野
選
手
（
前
）

上
益
城
郡
選
手
団
結
団
式
で
。
清
﨑（
後
列
右

か
ら
２
人
目
）、
関
戸
（
同
３
人
目
）、
川
野

（
同
10
人
目
）
の
各
選
手
と
荒
木
町
長
（
前
列

右
か
ら
５
人
目
）、
工
藤
教
育
長
（
同
４
人
目
）

イオンモール熊本発で行われた
急行バス社会実験

総
合
運
動
公
園

多
目
的
競
技
場
が
完
成

利
用
は
４
月
６
日
か
ら

《
使
用
料
に
つ
い
て
》

平成26年産米の生産数量目標

嘉島町地域農業再生協議会
２，３７４㌧ 前年比86㌧減

郡市対抗
熊日駅伝

快
走
　
２
人
で
９
人
抜
き

清
﨑（

　）・
川
野（

　）両
選
手

イオンモール～交通センター

急行バスの社会実験
1日平均 52人が利用
うち嘉島町民は３割

○多目的競技場の使用料（消費税含む）

広報かしま広報かしま 2014.3 2014.3
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2 , 000円
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１
時
間
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5 , 000円

2 , 500円

町　外

町　内
競技場全面

競
技
場（
１
時
間
）

上
仲
間

下
仲
間

　
嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
に
多
目

的
競
技
場
が
完
成
。
４
月
５
日
に

記
念
式
典
を
開
き
、
翌
６
日
か
ら

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
陸
上
ト
ラ
ッ
ク
は
「
水
の
郷
か

し
ま
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
青
色
仕

様
。
ト
ラ
ッ
ク
内
は
県
内
有
数
の

人
工
芝
の
広
場
と
し
て
、
サ
ッ

カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
で
利
用
で

き
ま
す
。

　
予
約
の
受
付
は
嘉
島
町
内
の
方

が
３
月
17
日
（
月
）、
町
外
の
方

は
３
月
25
日
（
火
）
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
芝
生
広
場
に
は
大
型
複

合
遊
具
を
設
置
、
子
ど
も
た
ち
も

遊
べ
る
公
園
に
な
り
ま
す
。

○
４
月
か
ら
、
利
用
促
進
の
た

め
、
町
外
の
方
も
平
日
９
〜
17
時

は
、
照
明
を
除
く
総
合
運
動
公
園

の
施
設
（
野
球
場
含
む
）
を
町
内

料
金
で
使
用
で
き
ま
す
。

○
町
営
運
動
場
も
４
月
か
ら
、
町

外
の
方
も
平
日
は
、
照
明
を
除
い

て
町
内
料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
　
　
☎
２
３
７‐

０
０
５
８

　
嘉
島
町
地
域

農
業
再
生
協
議

会
は
２
月
13
日

町
役
場
で
開
か

れ
、
平
成
26
年

産
米
の
生
産
数

量
目
標
を
２
，

３
７
４
㌧（
面
積

換
算
値
４
１
８

㌶
）と
す
る
こ
と

を
承
認
し
ま
し

た
。
前
年
に
比

べ
て
86
㌧
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
に

は
、
荒
木
町
長

や
嘱
託
員
、
農

業
委
員
、
営
農
者
な
ど
約
50
人
が

出
席
。
▽
生
産
数
量
目
標
に
基
づ

く
各
地
区
へ
の
生
産
調
整
面
積
の

配
分
▽
経
営
所
得
安
定
対
策
及
び

水
田
フ
ル
活
用
と
米
政
策
の
見
直

し
▽
集
落
説
明
会
及
び
転
作
図
面

落
と
し
▽
人
・
農
地
プ
ラ
ン
な
ど

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
承
認
し
ま
し
た
。

　
嘉
島
町
産
米
の
「
森
の
く
ま
さ

ん
」
を
含
む
熊
本
県
産
の
３
銘
柄

は
、日
本
穀
物
検
定
協
会（
東
京
）

に
よ
る
２
０
１
３
年
産
米
の
食
味

ラ
ン
キ
ン
グ
で
最
高
評
価
の
「
特

Ａ
」
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
年
産
の
特
別
栽
培
米
「
森

の
く
ま
さ
ん
」（
玄
米
）の
一
部

は
、
熊
本
県
産
米
独
自
ブ
ラ
ン
ド

の
最
高
級
Ｓ
ラ
ン
ク
と
し
て
関

東
・
関
西
方
面
に
出
荷
さ
れ
る
な

ど
、
嘉
島
町
の
米
は
「
最
高
の
良

食
味
・
高
品
質
」
と
し
て
高
い
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
２
人
で
９
人
抜
き
！
―
第
40
回

郡
市
対
抗
熊
日
駅
伝
は
２
月
９

日
、
天
草
市
役
所
前
を
ス
タ
ー

ト
、
び
ぷ
れ
す
熊
日
会
館
前
を

ゴ
ー
ル
と
す
る
14
区
間
で
、
19
郡

市
が
健
脚
を
競
い
、
上
益
城
郡

チ
ー
ム
で
出
場
し
た
清
﨑
優
太

（
上
仲
間
）
と
川
野
聡
介
（
下
仲

間
）
の
両
選
手
は
２
人
合
わ
せ
て

９
人
抜
き
の
快
走
を
見
せ
ま
し

た
。

　
清
﨑
選
手
は
２
区
７
・
７
㌔
、

川
野
選
手
は
３
区
11
・
７
㌔
に
出

場
。
こ
の
ほ
か
、
関
戸
祐
槻
選
手

（
下
六
嘉
）
が
補
員
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
順
位
は
11
位
。
上
位
入

賞
こ
そ
逃
し
ま
し
た
が
、
清
﨑
選

手
は
区
間
８
位
の
力
走
で
６
人
抜

き
、
川
野
選
手
は
同
６
位
の
快
走

で
３
人
抜
き
。
２
人
で
チ
ー
ム
を

16
位
か
ら
一
時
７
位
へ
上
げ
る
見

事
な
タ
ス
キ
リ
レ
ー
を
展
開
、

チ
ー
ム
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
公
共
交
通
で
あ
る
バ
ス
の
利
便

性
向
上
と
利
用
者
増
を
目
的
に
１

月
14
日
か
ら
１
カ
月
間
、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
熊
本
か
ら
浜
線
バ
イ
パ
ス

経
由
の
熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー
ま
で

急
行
バ
ス
を
運
行
す
る
社
会
実
験

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

時
間
短
縮
効
果
や
利
用
満
足
度
は

高
か
っ
た
も
の
の
、
１
日
当
た
り

の
利
用
者
は
目
標
１
６
０
人
に
対

し
て
32
・
５
％
の
52
・
３
人
、
こ
の

内
３
割
が
嘉
島
町
民
で
し
た
。

　
実
験
は
熊
本
市
が
実
施
。
急
行

バ
ス
は
平
日
朝
の
ピ
ー
ク
時
の
９

便
。
途
中
の
停
留
所
は
３
カ
所
。

期
間
中
の
利
用
者
は
１
１
５
０
人

で
、
１
日
当
た
り
最
多
は
64
人
、

最
少
は
35
人
で
し
た
。

　
所
要
時
間
は
路
線
バ
ス
に
比
べ

て
平
均
６
分
半
、
最
大
約
20
分
早

く
、
遅
れ
も
路
線
バ
ス
の
10
分
半

に
比
べ
て
３
・
８
分
と
「
定
時

性
」
も
向
上
し
ま
し
た
。

　
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
旧

城
南
町
の
住
民
が
43
％
、
次
い
で

嘉
島
町
32
％
、
御
船
町
13
％
。
９

割
以
上
が
「
満
足
」
「
や
や
満

足
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

豊
か
に
実
っ
た
稲
穂
（
平
成
２５
年
秋
、
上
仲
間
で
）

完
成
し
た
多
目
的
競
技
場

清
﨑
選
手
（
左
後
方
）
か
ら
タ
ス
キ
を
受
け
て
走
り
出
す
川
野
選
手
（
前
）

上
益
城
郡
選
手
団
結
団
式
で
。
清
﨑（
後
列
右

か
ら
２
人
目
）、
関
戸
（
同
３
人
目
）、
川
野

（
同
10
人
目
）
の
各
選
手
と
荒
木
町
長
（
前
列

右
か
ら
５
人
目
）、
工
藤
教
育
長
（
同
４
人
目
）

イオンモール熊本発で行われた
急行バス社会実験

総
合
運
動
公
園

多
目
的
競
技
場
が
完
成

利
用
は
４
月
６
日
か
ら

《
使
用
料
に
つ
い
て
》

平成26年産米の生産数量目標

嘉島町地域農業再生協議会
２，３７４㌧ 前年比86㌧減

郡市対抗
熊日駅伝

快
走
　
２
人
で
９
人
抜
き

清
﨑（

　）・
川
野（

　）両
選
手

イオンモール～交通センター

急行バスの社会実験
1日平均 52人が利用
うち嘉島町民は３割

○多目的競技場の使用料（消費税含む）
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国
際
色
豊
か
な
「
ハ
ッ
ピ
ー
ド

リ
ー
ム
サ
ー
カ
ス
」
の
公
演
が
２

月
14
日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
内

特
設
会
場
で
開
幕
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
嘉
島
幼
稚
園

の
園
児
が
さ
く
ら
太
鼓
を
披
露
、

荒
木
町
長
た
ち
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

を
し
ま
し
た
。
４
月
14
日
ま
で
。

　
テ
レ
ビ
熊
本
の
開
局
45
周
年
記

念
の
公
演
。
嘉
島
町
で
の
サ
ー
カ

ス
公
演
は
平
成
23
年
の
木
下
サ
ー

カ
ス
以
来
３
年
ぶ
り
で
す
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
町
内
外
か

ら
幼
稚
園
児
や
小
学
生
、
福
祉
施

設
利
用
者
な
ど
約
６
０
０
人
が
招

待
さ
れ
ま
し
た
。
嘉
島
幼
稚
園
の

園
児
約
30
人
は
最
初
に

ス
テ
ー
ジ
に
登
場
。
一

生
懸
命
の
力
の
こ
も
っ

た
演
奏
で
盛
ん
な
拍
手

を
浴
び
ま
し
た
。

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
や

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
は

プ
レ
公
演
。
同
サ
ー
カ

ス
の
団
員
の
ほ
と
ん
ど

は
外
国
人
で
、
ピ
エ
ロ

や
フ
ラ
フ
ー
プ
な
ど
か

ら
カ
ー
ス
タ
ン
ト
、大
車
輪
、空
中

ブ
ラ
ン
コ
ま
で
、
多
彩
な
シ
ョ
ー

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
か
ら

は
コ
ミ
カ
ル
な
演
技
に
笑
い
が
起

こ
り
、
緊
迫
し
た
迫
力
あ
る
演
技

に
は
息
を
の
み
、
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
第
42
回
嘉
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

は
２
月
24
日
、
高
田
み
ん
な
の
広

場
公
園
で
開
か
れ
、
春
を
思
わ
せ

る
暖
か
い
日
差
し
の
も
と
、
約
１

５
０
人
が
プ
レ
イ
を
楽
し
み
な
が

ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
毎
年
２
月
と
10
月
に
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
昨
年
秋
は
雨
で
中
止

に
な
っ
た
た
め
１
年
ぶ
り
の
大
会

に
な
り
ま
し
た
。

　
荒
木
町
長
は
「
大
会
は
春
を
迎

え
る
町
の
風
物
詩
に
な
り
ま
し

た
」
。
中
島
会
長
は
「
健
康
増
進

と
融
和
が
目
的
。
み
ん
な
で
楽
し

み
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
そ
れ

ぞ
れ
あ
い
さ
つ
。
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
会
話
も
楽
し
み
な
が
ら
、
２

コ
ー
ス
・
16
ホ
ー
ル
の
合
計
ス
コ

ア
で
腕
前
を
競
い
ま
し
た
。

　
上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
達
成
は
23
人
で

し
た
。
敬
称
略
。

①
永
井
　
健
（
下
仲
間
）
②
牛
嶋

和
善
（
北
甘
木
）
③
森
島
　
良
次

（
同
）
④
森
島
　
久
子
（
同
）
⑤

坂
井
　
莊
六
（
井
寺
）
⑥
井
上
　

博
子
（
下
六
嘉
）
⑦
津
﨑
　
靖
昭

（
下
仲
間
）
⑧
坂
井
　
順
子
（
井

寺
）
⑨
西
村
　
正
憲
（
上
六
嘉
）

⑩
永
田
　
勝
（
犬
渕
）

　
手
足
の
病
気
や
け
が
に
霊
験
あ

ら
た
か
と
さ
れ
、「
足
手
荒
神
さ

ん
」
と
親
し
ま
れ
る
甲
斐
神
社
の

大
祭
が
２
月
15
日
行
わ
れ
、
大
勢

の
参
拝
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
早
朝
よ
り
県
内
外
各
地
か
ら
臨

時
バ
ス
や
マ
イ
カ
ー
な
ど
で
参
拝

者
が
詰
め
か
け
、
お
礼
や
祈
願
の

言
葉
を
書
き
添
え
た
手
型
や
足
型

を
手
に
し
て
長
蛇
の
列
を
つ
く
り

ま
し
た
。
手
型
や
足
型
で
痛
い
と

こ
ろ
を
さ
す
り
な
が
ら
、
回
復
を

祈
願
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
神
社
の
祭
神
は
、
戦
国
武
将

の
甲
斐
宗
運
、
宗
立
親
子
。
宗
立

は
肥
後
国
衆
一
揆
で
手
足
に
傷
を

負
っ
て
敗
走
、
村
人
の
手
厚
い
看

護
を
受
け
た
こ
と
に
感
謝
し
、

「
霊
は
こ
の
地
に
留
ま
り
、
手
足

の
病
を
治
し
、
民
草
の
守
り
神
に

な
る
」
と
言
い
残
し
て
果
て
た
と

伝
え
ら
れ
ま
す
。

　
近
年
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
参
拝

も
多
い
よ
う
で
「
熊
本
城
マ
ラ
ソ

ン
で
完
走
で
き
ま
す
よ
う
に
」
の

奉
納
木
札
も
あ
り
ま
し
た
。

　
２
月
13
日
に
は
、
県
の
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
く
ま
モ
ン
も
訪

れ
、「
足
が
細
く
な
り
ま
す
よ
う

に
」
と
お
願
い
し
た
そ
う
で
す
。

　
節
分
の
日
の
２
月
３
日
、嘉
島
幼

稚
園
で
豆
ま
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
現
れ
た
赤

鬼
が
金
棒
片
手
に
さ
く
ら
組
、
す

み
れ
組
、
た
ん
ぽ
ぽ
組
の
部
屋
を

順
に
回
る
と
、
園
児
は
「
お
に
は

〜
そ
と
!!
」
と
威
勢
の
い
い
掛
け

声
で
豆
を
投
げ
つ
け
、
鬼
退
治
を

し
ま
し
た
。

　
た
ん
ぽ
ぽ
組
で
は
泣
き
出
す
子

も
い
ま
し
た
が
、
さ
く
ら
組
の
お

兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
が
鬼
退
治
の

助
っ
人
に
登
場
。
あ
っ
と
い
う
間

に
鬼
が
逃
げ
て
い
く
と
「
や
っ

た
ぁ
」「
も
う
大
丈
夫
」と
安
心
し

た
様
子
。
な
か
に
は
鬼
に
向
か
っ

て
「
事
務
長
先
生
バ
イ
バ
イ
」
と

笑
顔
で
見
送
る
子
も
い
ま
し
た
。

　
桃
の
節
句
を
間
近
に
し
た
２
月

27
日
、
嘉
島
町
内
の
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
約
１
８
０
人
に
菱
（
ひ

し
）
餅
と
ひ
な
あ
ら
れ
が
届
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
桃
の
節

句
と
秋
の
彼
岸
、
年
末
に
、
高
齢

者
相
談
委
員
を
通
じ
て
餅
や
お
は

ぎ
を
配
っ
て
い
ま
す
。

　
92
歳
な
が
ら
自
分
で
炊
事
洗
濯

を
す
る
と
い
う
上
六
嘉
の
荒
尾
ハ

ツ
さ
ん
宅
に
は
、
相
談
委
員
の
中

冨
洋
子
さ
ん
が
届
け
ま
し
た
。
熊

本
市
内
に
住
む
娘
さ
ん
が
様
子
を

見
に
き
ま
す
が
、
近
く
に
い
る
中

冨
さ
ん
の
訪
問
は
楽
し
み
。
荒
尾

さ
ん
は
「
力
に
な
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

暖
か
な
日
差
し
の
下
、
の
び
の
び
と

プ
レ
ー
す
る
参
加
者
た
ち

よし！上手に打てたかな？

拍
手
を
浴
び
た
さ
く
ら
太
鼓
の
演
奏

華やかなサーカスのステージ
迫力ある大車輪ショー

参
拝
客
で
に
ぎ
わ
う
神
殿
前

女
の
子
も
一
緒
に
祈
願

↑
熱
心
に
祈
る
参
拝
客

　
　←
手
形
で
さ
す
っ
て
回
復
を
祈
願

笑
顔
の
荒
尾
さ
ん
（
右
）
と
中
冨
さ
ん

ハ
ッ
ピ
ー
ド
リ
ー
ム
サ
ー
カ
ス

さ
く
ら
太
鼓

　
　

 

で
開
幕

嘉

　島

幼
稚
園

( 　

 )

イオンモール
４月14日まで（　　　）

暖
か
な
日
差
し

　楽
し
く
プ
レ
イ

嘉
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

手
足
の
病
の
回
復
願
い…

足
手
荒
神
大
祭
に
ぎ
わ
う

嘉
島
幼
稚
園
で
豆
ま
き

一
人
暮
ら
し
の

　高
齢
者
に
菱
餅

桃
の
節
句
で
町
社
協
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サ
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２
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熊
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。
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あ
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の
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は
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り
。

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
達
成
は
23
人
で

し
た
。
敬
称
略
。

①
永
井
　
健
（
下
仲
間
）
②
牛
嶋

和
善
（
北
甘
木
）
③
森
島
　
良
次

（
同
）
④
森
島
　
久
子
（
同
）
⑤

坂
井
　
莊
六
（
井
寺
）
⑥
井
上
　

博
子
（
下
六
嘉
）
⑦
津
﨑
　
靖
昭

（
下
仲
間
）
⑧
坂
井
　
順
子
（
井

寺
）
⑨
西
村
　
正
憲
（
上
六
嘉
）

⑩
永
田
　
勝
（
犬
渕
）

　
手
足
の
病
気
や
け
が
に
霊
験
あ

ら
た
か
と
さ
れ
、「
足
手
荒
神
さ

ん
」
と
親
し
ま
れ
る
甲
斐
神
社
の

大
祭
が
２
月
15
日
行
わ
れ
、
大
勢

の
参
拝
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
早
朝
よ
り
県
内
外
各
地
か
ら
臨

時
バ
ス
や
マ
イ
カ
ー
な
ど
で
参
拝

者
が
詰
め
か
け
、
お
礼
や
祈
願
の

言
葉
を
書
き
添
え
た
手
型
や
足
型

を
手
に
し
て
長
蛇
の
列
を
つ
く
り

ま
し
た
。
手
型
や
足
型
で
痛
い
と

こ
ろ
を
さ
す
り
な
が
ら
、
回
復
を

祈
願
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
神
社
の
祭
神
は
、
戦
国
武
将

の
甲
斐
宗
運
、
宗
立
親
子
。
宗
立

は
肥
後
国
衆
一
揆
で
手
足
に
傷
を

負
っ
て
敗
走
、
村
人
の
手
厚
い
看

護
を
受
け
た
こ
と
に
感
謝
し
、

「
霊
は
こ
の
地
に
留
ま
り
、
手
足

の
病
を
治
し
、
民
草
の
守
り
神
に

な
る
」
と
言
い
残
し
て
果
て
た
と

伝
え
ら
れ
ま
す
。

　
近
年
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
参
拝

も
多
い
よ
う
で
「
熊
本
城
マ
ラ
ソ

ン
で
完
走
で
き
ま
す
よ
う
に
」
の

奉
納
木
札
も
あ
り
ま
し
た
。

　
２
月
13
日
に
は
、
県
の
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
く
ま
モ
ン
も
訪

れ
、「
足
が
細
く
な
り
ま
す
よ
う

に
」
と
お
願
い
し
た
そ
う
で
す
。

　
節
分
の
日
の
２
月
３
日
、嘉
島
幼

稚
園
で
豆
ま
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
現
れ
た
赤

鬼
が
金
棒
片
手
に
さ
く
ら
組
、
す

み
れ
組
、
た
ん
ぽ
ぽ
組
の
部
屋
を

順
に
回
る
と
、
園
児
は
「
お
に
は

〜
そ
と
!!
」
と
威
勢
の
い
い
掛
け

声
で
豆
を
投
げ
つ
け
、
鬼
退
治
を

し
ま
し
た
。

　
た
ん
ぽ
ぽ
組
で
は
泣
き
出
す
子

も
い
ま
し
た
が
、
さ
く
ら
組
の
お

兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
が
鬼
退
治
の

助
っ
人
に
登
場
。
あ
っ
と
い
う
間

に
鬼
が
逃
げ
て
い
く
と
「
や
っ

た
ぁ
」「
も
う
大
丈
夫
」と
安
心
し

た
様
子
。
な
か
に
は
鬼
に
向
か
っ

て
「
事
務
長
先
生
バ
イ
バ
イ
」
と

笑
顔
で
見
送
る
子
も
い
ま
し
た
。

　
桃
の
節
句
を
間
近
に
し
た
２
月

27
日
、
嘉
島
町
内
の
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
約
１
８
０
人
に
菱
（
ひ

し
）
餅
と
ひ
な
あ
ら
れ
が
届
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
桃
の
節

句
と
秋
の
彼
岸
、
年
末
に
、
高
齢

者
相
談
委
員
を
通
じ
て
餅
や
お
は

ぎ
を
配
っ
て
い
ま
す
。

　
92
歳
な
が
ら
自
分
で
炊
事
洗
濯

を
す
る
と
い
う
上
六
嘉
の
荒
尾
ハ

ツ
さ
ん
宅
に
は
、
相
談
委
員
の
中

冨
洋
子
さ
ん
が
届
け
ま
し
た
。
熊

本
市
内
に
住
む
娘
さ
ん
が
様
子
を

見
に
き
ま
す
が
、
近
く
に
い
る
中

冨
さ
ん
の
訪
問
は
楽
し
み
。
荒
尾

さ
ん
は
「
力
に
な
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

暖
か
な
日
差
し
の
下
、
の
び
の
び
と

プ
レ
ー
す
る
参
加
者
た
ち

よし！上手に打てたかな？

拍
手
を
浴
び
た
さ
く
ら
太
鼓
の
演
奏

華やかなサーカスのステージ
迫力ある大車輪ショー

参
拝
客
で
に
ぎ
わ
う
神
殿
前

女
の
子
も
一
緒
に
祈
願

↑
熱
心
に
祈
る
参
拝
客

　
　←
手
形
で
さ
す
っ
て
回
復
を
祈
願

笑
顔
の
荒
尾
さ
ん
（
右
）
と
中
冨
さ
ん

ハ
ッ
ピ
ー
ド
リ
ー
ム
サ
ー
カ
ス

さ
く
ら
太
鼓

　
　

 

で
開
幕

嘉

　島

幼
稚
園

( 　

 )

イオンモール
４月14日まで（　　　）

暖
か
な
日
差
し

　楽
し
く
プ
レ
イ

嘉
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

手
足
の
病
の
回
復
願
い…

足
手
荒
神
大
祭
に
ぎ
わ
う

嘉
島
幼
稚
園
で
豆
ま
き

一
人
暮
ら
し
の

　高
齢
者
に
菱
餅

桃
の
節
句
で
町
社
協
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嘉
島
幼
稚
園
生
活
発
表
会
は
２

月
16
日
、
同
園
の
遊
戯
室
で
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
の
１
年
間
の
成
長
を
家
族
に

見
て
も
ら
お
う
と
、
園
児
た
ち
は

一
生
懸
命
に
練
習
し
た
成
果
を
歌

や
踊
り
や
お
芝
居
で
披
露
。
昨
年

か
ら
設
け
ら
れ
た
３
歳
児
の
た
ん

ぽ
ぽ
組
も
元
気
に
発
表
し
ま
し
た
。

　
会
場
は
保
護
者
や
祖
父
母
で
満

杯
状
態
。
子
や
孫
の
楽
し
そ
う
な

様
子
に
満
足
気
で
し
た
。

　
幼
光
保
育
園
み
ん
な
の
発
表
会

は
２
月
１
日
、
御
船
町
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。

　
い
つ
も
練
習
し
て
い
る
園
舎
よ

り
大
き
な
舞
台
で
、
少
し
緊
張
気

味
の
子
も
い
ま
し
た
が
、
余
裕
の

表
情
で
ス
テ
ー
ジ
か
ら
手
を
振
っ

た
り
、
ニ
コ
ニ
コ
と
身
体
を
揺
ら

す
子
も
。
み
ん
な
元
気
い
っ
ぱ
い

に
歌
や
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
家
族
も
、
い
ろ
い
ろ
な
表
情
と

仕
草
を
見
せ
る
子
の
様
子
に
成
長

ぶ
り
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　「
海
苔
（
の
り
）
の
日
」
の
２

月
６
日
、
嘉
島
東
・
西
小
学
校
の

児
童
た
ち
は
給
食
で
、
県
漁
連
か

ら
贈
ら
れ
た
焼
き
の
り
を
味
わ
い

ま
し
た
。

　
の
り
は
日
本
の
伝
統
的
な
食

品
。
日
本
最
古
の
成
文
法
・
大
宝

律
令
に
よ
る
租
税
の
一
つ
と
し
て

書
か
れ
て
お
り
、
同
法
の
施
行
日

が
西
暦
で
は
２
月
６
日
。
こ
の
た

め
、
県
漁
連
が
県
内
を
３
地
区
に

分
け
て
毎
年
、
小
学
校
に
焼
き
の

り
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

　
贈
ら
れ
た
の
り
は
、
今
年
１
月

に
収
穫
、
乾
燥
さ
れ
た
上
質
の
一

番
の
り
。
西
小
学
校
で
は
、
他
の

お
か
ず
と
一
緒
に
１
人
１
枚
ず
つ

配
ら
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
の

り
で
ご
飯
を
包
ん
で
お
に
ぎ
り
に

し
、
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま

し
た
。

　
校
内
放
送
で
は
、
の
り
は
豊
富

な
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
を

含
み
、
健
康
増
進
や
が
ん
予
防
な

ど
の
効
用
が
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
嘉
島
東
小
の
３
年
生
が
２
月
18

日
、
自
分
た
ち
で
育
て
た
大
豆
を

使
っ
て
コ
ロ
ッ
ケ
作
り
に
挑
戦
、

給
食
で
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
20
㌻
参
照
）

　
同
小
は
学
校
近
く
に
畑
を
借

り
、
学
年
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
作

物
を
育
て
て
い
ま
す
。
３
年
生
は

町
特
産
の
大
豆
を
育
て
、
枝
豆
で

食
べ
た
り
、
秋
の
学
習
発
表
会
で

発
表
し
た
り
し
た
後
、
約
30
キ
ロ

を
収
穫
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
が
町
内
の
「
大
豆
工

房
か
し
ま
」
を
昨
年
秋
に
見
学
し

た
際
、
製
品
の
「
大
豆
コ
ロ
ッ

ケ
」
の
お
い
し
さ
に
感
激
。
同
工

房
が
「
み
ん
な
が
畑
で
育
て
た
大

豆
を
使
っ
て
一
緒
に
作
ろ
う
」
と

提
案
し
ま
し
た
。
同
工
房
の
長
尾

喜
代
子
さ
ん
と
廣
田
惠
子
さ
ん
が

指
導
、
児
童
の
祖
母
の
小
山
こ
ず

え
さ
ん
も
手
伝
い
に
駆
け
つ
け
ま

し
た
。

　
前
日
か
ら
水
に
浸
し
て
お
い
た

大
豆
は
圧
力
な
べ
で
煮
て
、
タ
マ

ネ
ギ
や
ニ
ン
ジ
ン
は
み
じ
ん
切
り
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
煮
て
つ
ぶ
し…

。

中
に
は
ぎ
こ
ち
な
い
手
つ
き
の
児

童
も
い
ま
し
た
が
、

み
ん
な
な
か
な
か
の

手
際
の
よ
さ
。
小
判

や
俵
、
ハ
ー
ト
、
星

と
思
い
思
い
の
形
に

ま
と
め
、
上
手
に
き

つ
ね
色
に
揚
げ
ま
し

た
。

　
で
き
あ
が
っ
た
コ

ロ
ッ
ケ
は
給
食
と
一

緒
に
み
ん
な
で
試

食
。「
う
ま
い
」

「
お
い
し
い
」
の
声

が
上
が
り
、
廣
田
さ

ん
も
「
大
豆
そ
の
も

の
が
よ
い
う
え
に
、

み
ん
な
の
熱
意
が
こ

も
っ
て
い
て
と
て
も

お
い
し
い
」
と
感
心

し
て
い
ま
し
た
。

　
10
分
間
で
何
回
跳
べ
る
か
？
―

嘉
島
東
小
の
児
童
が
２
月
18
、
19

日
、
大
縄
跳
び
に
挑
戦
、
５
年
生

は
６
９
０
回
跳
び
ま
し
た
。

　
冬
場
の
体
力
作
り
を
兼
ね
た
恒

例
の
大
会
で
、
児
童
た
ち
は
体

育
や
授
業
の
間
に
設
け
ら
れ
た

「
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
タ
イ
ム
」
な
ど

に
練
習
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。

　
大
縄
跳
び
は
回
る
縄
に
タ
イ
ミ

ン
グ
を
合
わ
せ
て
と
び
込
む
の
が

大
事
。
児
童
た
ち
は
回
る
大
縄
に

次
々
に
と
び
込
み
、
縄
を
引
っ
掛

け
て
も
声
を
か
け
合
い
、
元
気
よ

く
跳
び
続
け
て
い
ま
し
た
。

　
跳
ん
だ
回
数
は
、
５
年
生
を
最

高
に
、
３
年
生
６
５
５
回
、
２
年

生
６
５
２
回
、
６
年
生
６
４
５

回
、
４
年
生
５
５
７
回
、
１
年
生

４
１
７
回
で
し
た
。

「
一
番
の
り
だ
！
」

「
お
い
し
い
よ
！
」

たんぽぽ組・はらぺこあおむし すみれ組・金のがちょう さくら組・かぐやたろう

きく組・森の大きなぽっぽ時計 はと組・ももたろう あか組・おかたずけマン

上手に丸める児童たち

「うまい」「おいしい」

「
も
う
い
い
か
な
？
」
揚
げ
る
の
も
手
際
よ
く

「
お
い
し
い
ね
」
　煮
た
大
豆
を

試
食
す
る
児
童
た
ち

小
学
校
で
一
番
の
り
給
食

２
月
６
日
は

「
海
苔
の
日
」

県
漁
連
が
贈
る

育
て
た
大
豆
で
コ
ロ
ッ
ケ
作
り

東
小
３
年
生
が
挑
戦

「
う
ま
く
で
き
た
よ
」

嘉
島
幼
稚
園

幼
光
保
育
園

10分間で何回跳べるか？
東小で大縄大会
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嘉
島
幼
稚
園
生
活
発
表
会
は
２

月
16
日
、
同
園
の
遊
戯
室
で
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
の
１
年
間
の
成
長
を
家
族
に

見
て
も
ら
お
う
と
、
園
児
た
ち
は

一
生
懸
命
に
練
習
し
た
成
果
を
歌

や
踊
り
や
お
芝
居
で
披
露
。
昨
年

か
ら
設
け
ら
れ
た
３
歳
児
の
た
ん

ぽ
ぽ
組
も
元
気
に
発
表
し
ま
し
た
。

　
会
場
は
保
護
者
や
祖
父
母
で
満

杯
状
態
。
子
や
孫
の
楽
し
そ
う
な

様
子
に
満
足
気
で
し
た
。

　
幼
光
保
育
園
み
ん
な
の
発
表
会

は
２
月
１
日
、
御
船
町
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。

　
い
つ
も
練
習
し
て
い
る
園
舎
よ

り
大
き
な
舞
台
で
、
少
し
緊
張
気

味
の
子
も
い
ま
し
た
が
、
余
裕
の

表
情
で
ス
テ
ー
ジ
か
ら
手
を
振
っ

た
り
、
ニ
コ
ニ
コ
と
身
体
を
揺
ら

す
子
も
。
み
ん
な
元
気
い
っ
ぱ
い

に
歌
や
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
家
族
も
、
い
ろ
い
ろ
な
表
情
と

仕
草
を
見
せ
る
子
の
様
子
に
成
長

ぶ
り
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　「
海
苔
（
の
り
）
の
日
」
の
２

月
６
日
、
嘉
島
東
・
西
小
学
校
の

児
童
た
ち
は
給
食
で
、
県
漁
連
か

ら
贈
ら
れ
た
焼
き
の
り
を
味
わ
い

ま
し
た
。

　
の
り
は
日
本
の
伝
統
的
な
食

品
。
日
本
最
古
の
成
文
法
・
大
宝

律
令
に
よ
る
租
税
の
一
つ
と
し
て

書
か
れ
て
お
り
、
同
法
の
施
行
日

が
西
暦
で
は
２
月
６
日
。
こ
の
た

め
、
県
漁
連
が
県
内
を
３
地
区
に

分
け
て
毎
年
、
小
学
校
に
焼
き
の

り
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

　
贈
ら
れ
た
の
り
は
、
今
年
１
月

に
収
穫
、
乾
燥
さ
れ
た
上
質
の
一

番
の
り
。
西
小
学
校
で
は
、
他
の

お
か
ず
と
一
緒
に
１
人
１
枚
ず
つ

配
ら
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
の

り
で
ご
飯
を
包
ん
で
お
に
ぎ
り
に

し
、
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま

し
た
。

　
校
内
放
送
で
は
、
の
り
は
豊
富

な
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
を

含
み
、
健
康
増
進
や
が
ん
予
防
な

ど
の
効
用
が
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
嘉
島
東
小
の
３
年
生
が
２
月
18

日
、
自
分
た
ち
で
育
て
た
大
豆
を

使
っ
て
コ
ロ
ッ
ケ
作
り
に
挑
戦
、

給
食
で
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
20
㌻
参
照
）

　
同
小
は
学
校
近
く
に
畑
を
借

り
、
学
年
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
作

物
を
育
て
て
い
ま
す
。
３
年
生
は

町
特
産
の
大
豆
を
育
て
、
枝
豆
で

食
べ
た
り
、
秋
の
学
習
発
表
会
で

発
表
し
た
り
し
た
後
、
約
30
キ
ロ

を
収
穫
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
が
町
内
の
「
大
豆
工

房
か
し
ま
」
を
昨
年
秋
に
見
学
し

た
際
、
製
品
の
「
大
豆
コ
ロ
ッ

ケ
」
の
お
い
し
さ
に
感
激
。
同
工

房
が
「
み
ん
な
が
畑
で
育
て
た
大

豆
を
使
っ
て
一
緒
に
作
ろ
う
」
と

提
案
し
ま
し
た
。
同
工
房
の
長
尾

喜
代
子
さ
ん
と
廣
田
惠
子
さ
ん
が

指
導
、
児
童
の
祖
母
の
小
山
こ
ず

え
さ
ん
も
手
伝
い
に
駆
け
つ
け
ま

し
た
。

　
前
日
か
ら
水
に
浸
し
て
お
い
た

大
豆
は
圧
力
な
べ
で
煮
て
、
タ
マ

ネ
ギ
や
ニ
ン
ジ
ン
は
み
じ
ん
切
り
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
煮
て
つ
ぶ
し…
。

中
に
は
ぎ
こ
ち
な
い
手
つ
き
の
児

童
も
い
ま
し
た
が
、

み
ん
な
な
か
な
か
の

手
際
の
よ
さ
。
小
判

や
俵
、
ハ
ー
ト
、
星

と
思
い
思
い
の
形
に

ま
と
め
、
上
手
に
き

つ
ね
色
に
揚
げ
ま
し

た
。

　
で
き
あ
が
っ
た
コ

ロ
ッ
ケ
は
給
食
と
一

緒
に
み
ん
な
で
試

食
。「
う
ま
い
」

「
お
い
し
い
」
の
声

が
上
が
り
、
廣
田
さ

ん
も
「
大
豆
そ
の
も

の
が
よ
い
う
え
に
、

み
ん
な
の
熱
意
が
こ

も
っ
て
い
て
と
て
も

お
い
し
い
」
と
感
心

し
て
い
ま
し
た
。

　
10
分
間
で
何
回
跳
べ
る
か
？
―

嘉
島
東
小
の
児
童
が
２
月
18
、
19

日
、
大
縄
跳
び
に
挑
戦
、
５
年
生

は
６
９
０
回
跳
び
ま
し
た
。

　
冬
場
の
体
力
作
り
を
兼
ね
た
恒

例
の
大
会
で
、
児
童
た
ち
は
体

育
や
授
業
の
間
に
設
け
ら
れ
た

「
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
タ
イ
ム
」
な
ど

に
練
習
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。

　
大
縄
跳
び
は
回
る
縄
に
タ
イ
ミ

ン
グ
を
合
わ
せ
て
と
び
込
む
の
が

大
事
。
児
童
た
ち
は
回
る
大
縄
に

次
々
に
と
び
込
み
、
縄
を
引
っ
掛

け
て
も
声
を
か
け
合
い
、
元
気
よ

く
跳
び
続
け
て
い
ま
し
た
。

　
跳
ん
だ
回
数
は
、
５
年
生
を
最

高
に
、
３
年
生
６
５
５
回
、
２
年

生
６
５
２
回
、
６
年
生
６
４
５

回
、
４
年
生
５
５
７
回
、
１
年
生

４
１
７
回
で
し
た
。

「
一
番
の
り
だ
！
」

「
お
い
し
い
よ
！
」

たんぽぽ組・はらぺこあおむし すみれ組・金のがちょう さくら組・かぐやたろう

きく組・森の大きなぽっぽ時計 はと組・ももたろう あか組・おかたずけマン

上手に丸める児童たち

「うまい」「おいしい」

「
も
う
い
い
か
な
？
」
揚
げ
る
の
も
手
際
よ
く

「
お
い
し
い
ね
」
　煮
た
大
豆
を

試
食
す
る
児
童
た
ち

小
学
校
で
一
番
の
り
給
食

２
月
６
日
は

「
海
苔
の
日
」

県
漁
連
が
贈
る

育
て
た
大
豆
で
コ
ロ
ッ
ケ
作
り

東
小
３
年
生
が
挑
戦

「
う
ま
く
で
き
た
よ
」

嘉
島
幼
稚
園

幼
光
保
育
園

10分間で何回跳べるか？
東小で大縄大会
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嘉
島
西
小
の
持
久
走
大
会
は
２

月
６
日
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で

会
場
を
校
内
に
変
更
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
児
童
た
ち
は
雨
に
も

負
け
ず
、
自
己
ベ
ス
ト
を
目
指
し

て
力
い
っ
ぱ
い
走
っ
て
い
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
の
冬
の
行
事
で
、
児

童
は
朝
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
や

体
育
の
時
間
を
利
用
し
て
練
習
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
校
庭
を
周
回
す
る

１
、２
年
生
１
㌔
、３
、４
年
生
１・

５
㌔
、５
、６
年
生
２
㌔
。コ
ー
ス

を
間
違
え
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り

ま
し
た
が
、
児
童
た
ち
は
半
そ
で

半
ズ
ボ
ン
で
雨
と
風
を
切
っ
て
一

生
懸
命
に
走
っ
て
い
ま
し
た
。

　
学
校
玄
関
前
や
コ
ー
ス
沿
い
に

は
保
護
者
が
駆
け
つ
け
、「
も
う

少
し
よ
」「
が
ん
ば
れ
」「
ダ
ッ

シ
ュ
！
」
と
盛
ん
に
声
援
し
て
い

ま
し
た
。

雨
の
中
を
力
走
す
る
児
童
た
ち

力
が
入
る
保
護
者
の
声
援

　『
平
成
26
年
度
乳
幼
児
健
診
・
予
防

接
種
予
定
表
』
を
、
２
月
下
旬
に
全
戸

に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
乳
幼
児
健
診
・
予
防
接
種
の
対
象
と

な
る
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
家

庭
は
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

予
定
表
は
個
別
に
通
知
し
ま
せ
ん
の

　
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　
☎
２
３
７

─

２
５
７
４

　
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税

引
き
上
げ
に
伴
い
、
給
食
費
を
次
の
通

り
改
定
（
月
額
１
０
０
円
増
）
し
ま

す
。

　
物
価
上
昇
等
で
経
済
的
に
厳
し
い
状

況
下
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
嘉
島
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
２
３
７

─

１
９
２
５

　
嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採

水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま

す
。

　
検
査
費
用
は
次
の
通
り
で
す
。

○
検
査
費
用

　
10
項
目
　
３
０
０
０
円
程
度

※

項
目
数
等
で
費
用
額
が
異
な
り
ま

　
す
。

○
補
助
金
の
額

　
検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

　
切
り
捨
て
）後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
　
　
☎
２
３
７

─

２
６
１
９

　
国
民
年
金
後
納
制
度
で
将
来
の
年
金

額
を
増
や
せ
ま
す

　
後
納
制
度
は
、
過
去
10
年
間
に
納
め

忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。

　
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
で
も

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
年
金
が

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
保
険

料
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
後
納
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
後
納
制
度
が

利
用
で
き
る
期
限
は
平
成
27
年
９
月
30

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
後
納
保
険
料
の
納
付
書
の
「
使
用
期

限
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
す
で
に
後
納
制
度
を
申
し
込
ま
れ
た

方
で
、
平
成
16
年
４
月
以
降
分
の
後
納

保
険
料
の
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
使
用
期
限

（
平
成
26
年
３
月
31
日
）
ま
で
に
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
使
用
期
限
ま
で
に
納
付
で
き

な
か
っ
た
方
が
、
平
成
26
年
４
月
以
降

に
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
新
た

な
加
算
額
に
よ
る
納
付
書
を
発
行
し
ま

す
の
で
「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
」
ま
た
は
熊
本
東
年
金
事
務
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

平
成
16
年
３
月
以
前
の
後
納
保
険
料

　
は
10
年
を
超
え
る
た
め
、
平
成
26
年

　
４
月
以
降
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

○
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
☎
０
５
７
０

─

０
１
１

─

０
５
０

　
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
の
場
合

　
　
☎
０
３

─

６
７
３
１

─

２
０
１
５

○
受
付
時
間
　

　
月
曜
日
　
　
　
８
時
半
〜
19
時

　
火
〜
金
曜
日
　
８
時
半
〜
17
時
15
分

　
第
２
土
曜
日
　
９
時
半
〜
16
時

○
熊
本
東
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
☎
３
６
７

─

８
１
４
４

※

お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
基
礎
年
金
番

号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

子
育
て

乳
幼
児
健
診
・
予
防
接
種

４
月
か
ら
給
食
費
を
改
定
し
ま
す

健

　康
飲
料
水
の
水
質
検
査

年

　金
国
民
年
金
後
納
制
度

雨
に
も
負
け
ず…

校
庭
周
回
コ
ー
ス
を
力
走

西
小
の
持
久
走
大
会

　
嘉
島
町
誌
に
よ
る
と
、
道
祖

神
は
行
路
の
神
で
、
境
を
守
る

防
災
の
神
。
一
般
に
は
地
蔵
さ

ん
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
建
立

年
代
は
不
詳
と
し
な
が
ら
、
村

の
辻
に
立
っ
て
防
疫
・
防
災
、

村
人
の
幸
を
願
っ
て
、
江
戸
中

期
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
推
定

し
て
い
ま
す
。

　
上
島
の
東
、
一
坪
ほ
ど
の
天

神
堂
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
仏

教
の
四
天
王
の
一
人
で
北
方
を

守
り
、
七
福
神
の
一
人
と
し
て

財
宝
を
施
す
神
で
す
。
天
神
堂

も
像
も
、
地
元
の
人
の
手
で
何

度
も
修
復
さ
れ
、
供
花
も
絶
え

ず
、
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

北甘木の「道祖神」上島の「毘沙門天」

＜嘉島町民会館ホール予約状況＞ 平成26年２月28日現在

国交省熊本河川国道事務所
☎382-111110：00九州横断自動車道延岡線（九州中央自動車

道）嘉島JCT～小池高山IC　開通式典土22３

さいたピアノコンクール実行委
員会　☎0969-56-32101,000円13：30さいたピアノコンクール入賞者による

「メモリーコンサート」木27３

柏尾　☎343-4686無料13：30プチコンサート（ピアノ発表会）土29３

吉富理香子後援会
担当：井上 ☎352-2732無料10：00吉富理香子　ピアノリサイタル日13４

渕上雅代ファンクラブくまもと 
☎357-52521,500円９：30渕上雅代歌謡ショー水23４

NPO法人ひかるつめ草
劇団つめ草☎369-1866
（やまなみこども園）

大　　人
2,000円

１回目
14：00

劇団つめ草　「マーメイド」日27４
小・中学生
1,000円

２回目
18：00

嘉島町教育委員会
☎237-005810：00町民会館落成式日16３

主催者（問い合わせ先）入場料開演時間ホール催し物曜日月

※ご利用は３月18日から。お問い合わせ先：教育委員会　☎237-0058

4,500円4,400円中学校

4,000円3,900円小学校

3,200円3,100円幼稚園

改定後月額現行月額

☎
２
３
７

─

２
６
１
９
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嘉
島
西
小
の
持
久
走
大
会
は
２

月
６
日
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で

会
場
を
校
内
に
変
更
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
児
童
た
ち
は
雨
に
も

負
け
ず
、
自
己
ベ
ス
ト
を
目
指
し

て
力
い
っ
ぱ
い
走
っ
て
い
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
の
冬
の
行
事
で
、
児

童
は
朝
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
や

体
育
の
時
間
を
利
用
し
て
練
習
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
校
庭
を
周
回
す
る

１
、２
年
生
１
㌔
、３
、４
年
生
１・

５
㌔
、５
、６
年
生
２
㌔
。コ
ー
ス

を
間
違
え
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り

ま
し
た
が
、
児
童
た
ち
は
半
そ
で

半
ズ
ボ
ン
で
雨
と
風
を
切
っ
て
一

生
懸
命
に
走
っ
て
い
ま
し
た
。

　
学
校
玄
関
前
や
コ
ー
ス
沿
い
に

は
保
護
者
が
駆
け
つ
け
、「
も
う

少
し
よ
」「
が
ん
ば
れ
」「
ダ
ッ

シ
ュ
！
」
と
盛
ん
に
声
援
し
て
い

ま
し
た
。

雨
の
中
を
力
走
す
る
児
童
た
ち

力
が
入
る
保
護
者
の
声
援

　『
平
成
26
年
度
乳
幼
児
健
診
・
予
防

接
種
予
定
表
』
を
、
２
月
下
旬
に
全
戸

に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
乳
幼
児
健
診
・
予
防
接
種
の
対
象
と

な
る
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
家

庭
は
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

予
定
表
は
個
別
に
通
知
し
ま
せ
ん
の

　
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　
☎
２
３
７

─

２
５
７
４

　
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税

引
き
上
げ
に
伴
い
、
給
食
費
を
次
の
通

り
改
定
（
月
額
１
０
０
円
増
）
し
ま

す
。

　
物
価
上
昇
等
で
経
済
的
に
厳
し
い
状

況
下
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
嘉
島
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
２
３
７

─

１
９
２
５

　
嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採

水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま

す
。

　
検
査
費
用
は
次
の
通
り
で
す
。

○
検
査
費
用

　
10
項
目
　
３
０
０
０
円
程
度

※

項
目
数
等
で
費
用
額
が
異
な
り
ま

　
す
。

○
補
助
金
の
額

　
検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

　
切
り
捨
て
）後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
　
　
☎
２
３
７

─

２
６
１
９

　
国
民
年
金
後
納
制
度
で
将
来
の
年
金

額
を
増
や
せ
ま
す

　
後
納
制
度
は
、
過
去
10
年
間
に
納
め

忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。

　
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
で
も

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
年
金
が

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
保
険

料
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
後
納
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
後
納
制
度
が

利
用
で
き
る
期
限
は
平
成
27
年
９
月
30

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
後
納
保
険
料
の
納
付
書
の
「
使
用
期

限
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
す
で
に
後
納
制
度
を
申
し
込
ま
れ
た

方
で
、
平
成
16
年
４
月
以
降
分
の
後
納

保
険
料
の
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
使
用
期
限

（
平
成
26
年
３
月
31
日
）
ま
で
に
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
使
用
期
限
ま
で
に
納
付
で
き

な
か
っ
た
方
が
、
平
成
26
年
４
月
以
降

に
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
新
た

な
加
算
額
に
よ
る
納
付
書
を
発
行
し
ま

す
の
で
「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
」
ま
た
は
熊
本
東
年
金
事
務
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

平
成
16
年
３
月
以
前
の
後
納
保
険
料

　
は
10
年
を
超
え
る
た
め
、
平
成
26
年

　
４
月
以
降
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

○
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
☎
０
５
７
０

─

０
１
１

─

０
５
０

　
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
の
場
合

　
　
☎
０
３

─

６
７
３
１

─

２
０
１
５

○
受
付
時
間
　

　
月
曜
日
　
　
　
８
時
半
〜
19
時

　
火
〜
金
曜
日
　
８
時
半
〜
17
時
15
分

　
第
２
土
曜
日
　
９
時
半
〜
16
時

○
熊
本
東
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
☎
３
６
７

─

８
１
４
４

※

お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
基
礎
年
金
番

号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

子
育
て

乳
幼
児
健
診
・
予
防
接
種

４
月
か
ら
給
食
費
を
改
定
し
ま
す

健

　康
飲
料
水
の
水
質
検
査

年

　金
国
民
年
金
後
納
制
度

雨
に
も
負
け
ず…

校
庭
周
回
コ
ー
ス
を
力
走

西
小
の
持
久
走
大
会

　
嘉
島
町
誌
に
よ
る
と
、
道
祖

神
は
行
路
の
神
で
、
境
を
守
る

防
災
の
神
。
一
般
に
は
地
蔵
さ

ん
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
建
立

年
代
は
不
詳
と
し
な
が
ら
、
村

の
辻
に
立
っ
て
防
疫
・
防
災
、

村
人
の
幸
を
願
っ
て
、
江
戸
中

期
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
推
定

し
て
い
ま
す
。

　
上
島
の
東
、
一
坪
ほ
ど
の
天

神
堂
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
仏

教
の
四
天
王
の
一
人
で
北
方
を

守
り
、
七
福
神
の
一
人
と
し
て

財
宝
を
施
す
神
で
す
。
天
神
堂

も
像
も
、
地
元
の
人
の
手
で
何

度
も
修
復
さ
れ
、
供
花
も
絶
え

ず
、
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

北甘木の「道祖神」上島の「毘沙門天」

＜嘉島町民会館ホール予約状況＞ 平成26年２月28日現在

国交省熊本河川国道事務所
☎382-111110：00九州横断自動車道延岡線（九州中央自動車

道）嘉島JCT～小池高山IC　開通式典土22３

さいたピアノコンクール実行委
員会　☎0969-56-32101,000円13：30さいたピアノコンクール入賞者による

「メモリーコンサート」木27３

柏尾　☎343-4686無料13：30プチコンサート（ピアノ発表会）土29３

吉富理香子後援会
担当：井上 ☎352-2732無料10：00吉富理香子　ピアノリサイタル日13４

渕上雅代ファンクラブくまもと 
☎357-52521,500円９：30渕上雅代歌謡ショー水23４

NPO法人ひかるつめ草
劇団つめ草☎369-1866
（やまなみこども園）

大　　人
2,000円

１回目
14：00

劇団つめ草　「マーメイド」日27４
小・中学生
1,000円

２回目
18：00

嘉島町教育委員会
☎237-005810：00町民会館落成式日16３

主催者（問い合わせ先）入場料開演時間ホール催し物曜日月

※ご利用は３月18日から。お問い合わせ先：教育委員会　☎237-0058

4,500円4,400円中学校

4,000円3,900円小学校

3,200円3,100円幼稚園

改定後月額現行月額

☎
２
３
７

─

２
６
１
９
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平
成
26
年
４
月
か
ら
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
認
定
基
準
が
変
わ
り
ま
す
。

○
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
入
れ
た
方

　
一
律
１
級
に
認
定

　
　
　
　

　
１
、
３
、
４
級
の
何
れ
か
に
認
定

○
人
工
関
節
を
入
れ
た
方

　
【
股
関
節
・
膝
関
節
】

　
　
一
律
４
級
に
認
定

　
【
足
関
節
】

　
　
一
律
５
級
に
認
定

　
【
股
関
節
・
膝
関
節
】

　
　
４
、
５
、
７
級
、
非
該
当
の

　
　
何
れ
か
に
認
定

　
【
足
関
節
】

　
　
５
〜
７
級
、
非
該
当
の

　
　
何
れ
か
に
認
定

※

経
過
措
置

　
３
月
末
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
診
断

書
・
意
見
書
で
６
月
末
ま
で
に
申
請
す

れ
ば
、
従
前
の
基
準
で
認
定
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
嘉
島
町
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
☎
２
３
７

─

２
５
７
６

　
　
　
熊
本
県
福
祉
総
合
相
談
所

　
　
　
　
　
☎
３
８
１

─

４
４
６
１

　
ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　
３
月
26
日
（
水
）
　
弁
護
士

　
４
月
23
日
（
水
）
　
弁
護
士

※

相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

　
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所
　
嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間
　
13
時
半
〜
15
時
半

（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
☎
２
３
７

─

２
９
８
１

　
軽
自
動
車
を
譲
渡
や
廃
車
又
は
名
義

変
更
を
し
た
時
は
、
手
続
き
が
必
要
で

す
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
い
つ
ま

で
も
課
税
さ
れ
ま
す
。
次
の
場
所
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
125
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
・
農
耕
車
等

　
　
　
役
場
税
務
課

○
125
㏄
〜
250
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
・
軽
自

動
車
　
熊
本
県
軽
自
動
車
協
会

　
　
　
　
　
　
☎
３
６
９

─

７
９
２
０

○
250
㏄
を
超
え
る
バ
イ
ク

　
　
　
熊
本
運
輸
支
局

　
　
　
　
　
　
☎
３
６
９

─

３
１
８
９

　
廃
車
・
名
義
変
更
等
に
つ
い
て
は
事

前
に
電
話
で
必
要
な
書
類
等
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
自
賠
責
保
険
等
が
適
用

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

３
月
31
日
ま
で
に
廃
車
の
手
続
き
を

　
さ
れ
た
場
合
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
役
場
税
務
課

　
　
　
　
　
　
☎
２
３
７

─

２
６
３
９

　
平
成
26
年
度
の
課
税
台
帳
（
固
定
資

産
税
）
の
縦
覧
を
次
の
通
り
行
い
ま

す
。

○
縦
覧
期
間

　
４
月
１
日（
火
）〜
６
月
２
日（
月
）

　
８
時
半
〜
17
時
15
分（
閉
庁
日
除
く
）

　
こ
れ
を
機
に
、
あ
な
た
の
財
産
を
確

認
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
役
場
税
務
課

　
　
　
　
　
　
☎
２
３
７

─

２
６
３
９

○
臨
時
福
祉
給
付
金
と
は
？

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
消
費
税
率
が

８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
た
め
、
所
得

の
低
い
方
々
へ
の
負
担
の
影
響
に
鑑

み
、
暫
定
的
か
つ
臨
時
的
な
措
置
と
し

て
支
給
さ
れ
る
給
付
金
で
す
。

○
給
付
対
象
者

平
成
26
年
度
分
の
市
町
村
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
な
い
方
で
す
。

　
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
課
税

さ
れ
る
場
合
や
生
活
保
護
制
度
の
被
保

護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

○
給
付
額

・
給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円

・
給
付
対
象
者
で
老
齢
基
礎
年
金
、
障

　
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
な
ど

　
を
受
給
さ
て
い
る
方
や
児
童
扶
養
手

　
当
、
特
別
障
害
者
手
当
等
を
受
給
さ

　
れ
て
い
る
方
は
１
万
５
千
円

○
申
請
手
続

　
申
請
先
は
基
準
日
（
平
成
26
年
１
月

１
日
）
に
お
い
て
、
住
民
登
録
が
さ
れ

て
い
る
市
町
村
と
な
り
ま
す
。

　
申
請
、
支
給
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

現
在
準
備
中
で
す
が
、
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
を
理
由
に
避
難
し
て
い
る
方
は
、

町
民
課
福
祉
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
☎
２
３
７

─

２
５
７
６

※

臨
時
福
祉
給
付
金
に
関
す
る
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
現
時
点
で
国
（
厚
生
労
働
省
）・

県
・
町
な
ど
が
町
民
の
皆
様
の
世
帯
構

成
や
銀
行
の
口
座
番
号
な
ど
の
個
人
情

報
を
照
会
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　
ご
自
宅
や
職
場
に
国
・
県
・
町
の
職

員
な
ど
を
か
た
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
り
、
郵
便
が
届
い
た
ら
迷
わ
ず
役

場
総
務
課
（
☎
２
３
７

－

１
１
１
２
）

ま
た
は
、
御
船
警
察
署
（
☎
２
８
２

－

１
１
１
０
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
】

○
対
象
者
　

　
自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重

度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
方
の
お
子
様

（
０
歳
〜
中
学
校
を
卒
業
ま
で
）
を
対

象
と
し
、
そ
の
保
護
者
の
生
活
状
況

が
、
一
定
の
要
件
（
住
民
税
の
非
課
税

等
）
に
合
致
す
る
方
。

○
貸
付
金
額（
対
象
者
１
人
に
対
し
て
）

・
貸
付
時
一
時
金       

15
万
５
千
円

・
貸
付
期
間
中         

月
額
２
万
円

・
小
、中
入
学
時
支
度
金 

４
万
４
千
円

○
貸
付
期
間
　

　
貸
付
決
定
の
月
か
ら
中
学
卒
業
の
月

ま
で

○
利
子
　
無
利
子

○
返
還
方
法
　

　
一
括
返
還
ま
た
は
、
20
年
以
内
の
均

等
割
賦
（
月
賦
・
半
年
賦
・
年
賦
）
に

よ
る
返
還
方
法
を
選
択
。（
高
校
・
大

学
に
進
学
し
た
場
合
、
在
学
期
間
は
返

還
猶
予
で
き
る
）

【
介
護
料
支
給
】

○
対
象
者
　

　
自
動
車
事
故
で
「
脳
」、「
脊
髄
」、

「
胸
腹
部
臓
器
」
を
損
傷
し
、
重
度
の

後
遺
障
害
を
持
ち
、「
常
時
」
又
は

「
随
時
」の
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
方
。

○
支
給
額

・
常
時
要
介
護
（
自
賠
責
後
遺
障
害
等

級
１
級
１
号
又
は
１
級
２
号
認
定
者
）

　
　
月
額
　
５
８
、
５
７
０
円
〜

　
　
　
　
　
１
３
６
、
８
８
０
円

・
随
時
要
介
護
（
自
賠
責
後
遺
障
害
等

級
２
級
１
号
又
は
２
級
２
号
認
定
者
）

　
　
月
額
　
２
９
、
２
９
０
円
〜

　
　
　
　
　
５
４
、
０
０
０
円

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

　
　
　
対
策
機
構
　
熊
本
支
所

　
　
　
　
　
☎
３
２
２

─

５
２
２
９

　
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
は
、
高
齢

者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的

に
、
第
26
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー

ツ
交
流
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
競
技
種
目
　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、

テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン

ク
、
ゴ
ル
フ
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
弓

道
、
剣
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
な

ぎ
な
た
、
太
極
拳
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、サ
ッ
カ
ー
、ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

○
競
技
会
場
　
熊
本
県
民
総
合
運
動
公

園
ほ
か
４
会
場

○
日
程
　

　
５
月
13
日（
火
）〜
５
月
20
日（
火
）

○
参
加
資
格
　
県
内
在
住
者
で
、
昭
和

30
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

○
参
加
費
　
個
人
競
技
は
１
人
７
０
０

円
（
団
体
競
技
は
種
目
に
よ
り
金
額
が

異
な
り
ま
す
）

○
募
集
期
間
　
３
月
24
日
（
月
）
ま
で

○
申
込
方
法
　
役
場
町
民
課
福
祉
係
等

に
設
置
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
一
般
財
団
法
人
熊
本
さ
わ
や
か

　
　
　
長
寿
財
団
　
生
き
が
い
推
進
課

　
　
　
　
　
☎
３
５
４

─

３
０
８
３

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
春
募
集

「
体
験
談
＆
説
明
会
」
が
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

●
青
年
海
外
協
力
隊

　
日
時
　
４
月
５
日
（
土
）
18
時
半
〜

　
　
　
　
４
月
13
日
（
日
）
14
時
〜

　
場
所
　
熊
本
市
国
際
交
流
会
館

●
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
日
時
　
４
月
５
日
（
土
）
18
時
半
〜

　
場
所
　
熊
本
市
国
際
交
流
会
館

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
熊
本

　
　
　
　
　
☎
３
５
９

─

２
１
３
０

　
自
殺
は
特
別
な
人
だ
け
の
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
誰
に
で
も
自
殺
に
追
い

込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

　
大
切
な
人
が
「
自
殺
」
ま
で
追
い
込

ま
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、「
い

ま
」
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、

ご
家
族
や
地
域
・
職
場
な
ど
周
り
の
方

と
話
し
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

障
害
認
定

身
体
障
害
者
手
帳
の
認
定
基
準

が
変
わ
り
ま
す

広報かしま広報かしま 2014.3 2014.3

給
付
金
・
援
護

臨
時
福
祉
給
付
金

相

　談

税募

　集

心
配
ご
と
相
談

課
税
台
帳
が
縦
覧
で
き
ま
す

交
通
事
故
被
害
者
援
護
制
度

軽
自
動
車
の
廃
車
・
名
義
変
更
・

住
所
変
更
等
は
お
済
み
で
す
か

第
26
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ

交
流
大
会
の
参
加
者
募
集

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
春
募
集

月

　間
３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

― 11 ― ― 10 ―



　
平
成
26
年
４
月
か
ら
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
認
定
基
準
が
変
わ
り
ま
す
。

○
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
入
れ
た
方

　
一
律
１
級
に
認
定

　
　
　
　

　
１
、
３
、
４
級
の
何
れ
か
に
認
定

○
人
工
関
節
を
入
れ
た
方

　
【
股
関
節
・
膝
関
節
】

　
　
一
律
４
級
に
認
定

　
【
足
関
節
】

　
　
一
律
５
級
に
認
定

　
【
股
関
節
・
膝
関
節
】

　
　
４
、
５
、
７
級
、
非
該
当
の

　
　
何
れ
か
に
認
定

　
【
足
関
節
】

　
　
５
〜
７
級
、
非
該
当
の

　
　
何
れ
か
に
認
定

※

経
過
措
置

　
３
月
末
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
診
断

書
・
意
見
書
で
６
月
末
ま
で
に
申
請
す

れ
ば
、
従
前
の
基
準
で
認
定
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
嘉
島
町
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
☎
２
３
７

─

２
５
７
６

　
　
　
熊
本
県
福
祉
総
合
相
談
所

　
　
　
　
　
☎
３
８
１

─

４
４
６
１

　
ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　
３
月
26
日
（
水
）
　
弁
護
士

　
４
月
23
日
（
水
）
　
弁
護
士

※

相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

　
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所
　
嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間
　
13
時
半
〜
15
時
半

（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
☎
２
３
７

─

２
９
８
１

　
軽
自
動
車
を
譲
渡
や
廃
車
又
は
名
義

変
更
を
し
た
時
は
、
手
続
き
が
必
要
で

す
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
い
つ
ま

で
も
課
税
さ
れ
ま
す
。
次
の
場
所
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
125
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
・
農
耕
車
等

　
　
　
役
場
税
務
課

○
125
㏄
〜
250
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
・
軽
自

動
車
　
熊
本
県
軽
自
動
車
協
会

　
　
　
　
　
　
☎
３
６
９

─

７
９
２
０

○
250
㏄
を
超
え
る
バ
イ
ク

　
　
　
熊
本
運
輸
支
局

　
　
　
　
　
　
☎
３
６
９

─

３
１
８
９

　
廃
車
・
名
義
変
更
等
に
つ
い
て
は
事

前
に
電
話
で
必
要
な
書
類
等
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
自
賠
責
保
険
等
が
適
用

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

３
月
31
日
ま
で
に
廃
車
の
手
続
き
を

　
さ
れ
た
場
合
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
役
場
税
務
課

　
　
　
　
　
　
☎
２
３
７

─

２
６
３
９

　
平
成
26
年
度
の
課
税
台
帳
（
固
定
資

産
税
）
の
縦
覧
を
次
の
通
り
行
い
ま

す
。

○
縦
覧
期
間

　
４
月
１
日（
火
）〜
６
月
２
日（
月
）

　
８
時
半
〜
17
時
15
分（
閉
庁
日
除
く
）

　
こ
れ
を
機
に
、
あ
な
た
の
財
産
を
確

認
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
役
場
税
務
課

　
　
　
　
　
　
☎
２
３
７

─

２
６
３
９

○
臨
時
福
祉
給
付
金
と
は
？

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
消
費
税
率
が

８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
た
め
、
所
得

の
低
い
方
々
へ
の
負
担
の
影
響
に
鑑

み
、
暫
定
的
か
つ
臨
時
的
な
措
置
と
し

て
支
給
さ
れ
る
給
付
金
で
す
。

○
給
付
対
象
者

平
成
26
年
度
分
の
市
町
村
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
な
い
方
で
す
。

　
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
課
税

さ
れ
る
場
合
や
生
活
保
護
制
度
の
被
保

護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

○
給
付
額

・
給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円

・
給
付
対
象
者
で
老
齢
基
礎
年
金
、
障

　
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
な
ど

　
を
受
給
さ
て
い
る
方
や
児
童
扶
養
手

　
当
、
特
別
障
害
者
手
当
等
を
受
給
さ

　
れ
て
い
る
方
は
１
万
５
千
円

○
申
請
手
続

　
申
請
先
は
基
準
日
（
平
成
26
年
１
月

１
日
）
に
お
い
て
、
住
民
登
録
が
さ
れ

て
い
る
市
町
村
と
な
り
ま
す
。

　
申
請
、
支
給
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

現
在
準
備
中
で
す
が
、
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
を
理
由
に
避
難
し
て
い
る
方
は
、

町
民
課
福
祉
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
☎
２
３
７

─

２
５
７
６

※

臨
時
福
祉
給
付
金
に
関
す
る
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
現
時
点
で
国
（
厚
生
労
働
省
）・

県
・
町
な
ど
が
町
民
の
皆
様
の
世
帯
構

成
や
銀
行
の
口
座
番
号
な
ど
の
個
人
情

報
を
照
会
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　
ご
自
宅
や
職
場
に
国
・
県
・
町
の
職

員
な
ど
を
か
た
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
り
、
郵
便
が
届
い
た
ら
迷
わ
ず
役

場
総
務
課
（
☎
２
３
７

－
１
１
１
２
）

ま
た
は
、
御
船
警
察
署
（
☎
２
８
２

－

１
１
１
０
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
】

○
対
象
者
　

　
自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重

度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
方
の
お
子
様

（
０
歳
〜
中
学
校
を
卒
業
ま
で
）
を
対

象
と
し
、
そ
の
保
護
者
の
生
活
状
況

が
、
一
定
の
要
件
（
住
民
税
の
非
課
税

等
）
に
合
致
す
る
方
。

○
貸
付
金
額（
対
象
者
１
人
に
対
し
て
）

・
貸
付
時
一
時
金       

15
万
５
千
円

・
貸
付
期
間
中         

月
額
２
万
円

・
小
、中
入
学
時
支
度
金 

４
万
４
千
円

○
貸
付
期
間
　

　
貸
付
決
定
の
月
か
ら
中
学
卒
業
の
月

ま
で

○
利
子
　
無
利
子

○
返
還
方
法
　

　
一
括
返
還
ま
た
は
、
20
年
以
内
の
均

等
割
賦
（
月
賦
・
半
年
賦
・
年
賦
）
に

よ
る
返
還
方
法
を
選
択
。（
高
校
・
大

学
に
進
学
し
た
場
合
、
在
学
期
間
は
返

還
猶
予
で
き
る
）

【
介
護
料
支
給
】

○
対
象
者
　

　
自
動
車
事
故
で
「
脳
」、「
脊
髄
」、

「
胸
腹
部
臓
器
」
を
損
傷
し
、
重
度
の

後
遺
障
害
を
持
ち
、「
常
時
」
又
は

「
随
時
」の
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
方
。

○
支
給
額

・
常
時
要
介
護
（
自
賠
責
後
遺
障
害
等

級
１
級
１
号
又
は
１
級
２
号
認
定
者
）

　
　
月
額
　
５
８
、
５
７
０
円
〜

　
　
　
　
　
１
３
６
、
８
８
０
円

・
随
時
要
介
護
（
自
賠
責
後
遺
障
害
等

級
２
級
１
号
又
は
２
級
２
号
認
定
者
）

　
　
月
額
　
２
９
、
２
９
０
円
〜

　
　
　
　
　
５
４
、
０
０
０
円

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

　
　
　
対
策
機
構
　
熊
本
支
所

　
　
　
　
　
☎
３
２
２

─

５
２
２
９

　
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
は
、
高
齢

者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的

に
、
第
26
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー

ツ
交
流
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
競
技
種
目
　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、

テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン

ク
、
ゴ
ル
フ
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
弓

道
、
剣
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
な

ぎ
な
た
、
太
極
拳
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、サ
ッ
カ
ー
、ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

○
競
技
会
場
　
熊
本
県
民
総
合
運
動
公

園
ほ
か
４
会
場

○
日
程
　

　
５
月
13
日（
火
）〜
５
月
20
日（
火
）

○
参
加
資
格
　
県
内
在
住
者
で
、
昭
和

30
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

○
参
加
費
　
個
人
競
技
は
１
人
７
０
０

円
（
団
体
競
技
は
種
目
に
よ
り
金
額
が

異
な
り
ま
す
）

○
募
集
期
間
　
３
月
24
日
（
月
）
ま
で

○
申
込
方
法
　
役
場
町
民
課
福
祉
係
等

に
設
置
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
一
般
財
団
法
人
熊
本
さ
わ
や
か

　
　
　
長
寿
財
団
　
生
き
が
い
推
進
課

　
　
　
　
　
☎
３
５
４

─

３
０
８
３

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
春
募
集

「
体
験
談
＆
説
明
会
」
が
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

●
青
年
海
外
協
力
隊

　
日
時
　
４
月
５
日
（
土
）
18
時
半
〜

　
　
　
　
４
月
13
日
（
日
）
14
時
〜

　
場
所
　
熊
本
市
国
際
交
流
会
館

●
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
日
時
　
４
月
５
日
（
土
）
18
時
半
〜

　
場
所
　
熊
本
市
国
際
交
流
会
館

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
熊
本

　
　
　
　
　
☎
３
５
９

─

２
１
３
０

　
自
殺
は
特
別
な
人
だ
け
の
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
誰
に
で
も
自
殺
に
追
い

込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

　
大
切
な
人
が
「
自
殺
」
ま
で
追
い
込

ま
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、「
い

ま
」
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、

ご
家
族
や
地
域
・
職
場
な
ど
周
り
の
方

と
話
し
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

障
害
認
定

身
体
障
害
者
手
帳
の
認
定
基
準

が
変
わ
り
ま
す

広報かしま広報かしま 2014.3 2014.3

給
付
金
・
援
護

臨
時
福
祉
給
付
金

相

　談

税募

　集

心
配
ご
と
相
談

課
税
台
帳
が
縦
覧
で
き
ま
す

交
通
事
故
被
害
者
援
護
制
度

軽
自
動
車
の
廃
車
・
名
義
変
更
・

住
所
変
更
等
は
お
済
み
で
す
か

第
26
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ

交
流
大
会
の
参
加
者
募
集

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
春
募
集

月

　間
３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

― 11 ― ― 10 ―



】
き
づ
気
【

る
い
て
れ
疲
・

い
な
が
欲
食
・

る
い
で
ん
こ
ぎ
さ
ふ
・

る
す
を
酒
飲
の
度
過
・

】
聴
傾
【

こ
う
い
と
る
い
て
し
配
心
が
た
な
あ
・

受
で
度
態
な
剣
真
て
し
重
尊
を
手
相
・

よ
い
な
し
定
否
を
話
、
情
感
の
手
相
・

あ
て
れ
く
て
し
話
「
ら
た
い
聞
を
話
・

た
れ
く
て
し
話
く
よ
「」
う
と
が
り

ま
け
か
を
葉
言
の
い
ら
ぎ
ね
と
」
ね

】
ぎ
な
つ
【

法
方
の
談
相
・
家
門
専
る
き
で
談
相
・

】
り
守
見
【

　

、
え
伝
を
と
こ
る
な
に
力
が
た
な
あ

安
の
人
の
そ
が
と
こ
る
い
に
ば
そ
が
た

。
す
ま
り
が
な
つ
に
心

談
相
み
悩
の
ろ
こ
こ
○

　
　

８
３
☎

６

─
６
６
１
１

　
　

日
談
相

:

所
健
保
船
御
県
本
熊
・

　
　

８
２
☎

２
─

６
１
０
０

　
　

日
談
相

:

・
曜
木
２
第
月
毎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曜
金
４
第

※

制
約
予
も
れ
ず
い

ま
り
承
を
談
相
ご
も
師
健
保
の
町
○

。
す

係
健
保
課
民
町
場
役
・

　
　

３
２
☎

７

─

４
７
５
２

2ロックが自転車を盗まれないための基本です！

自宅や学校でも必ずロック！

　自転車から離れる場合は、わずかな時間でも必ずカギを
掛けましょう！
　御船警察署管内で発生している自転車盗の約90％が、無
施錠の状態で被害に遭っています。カギを掛けていれば被
害を防ぐことができる場合も少なくありません。

　安全と思える自宅の敷地内やアパート・団地、学
校の駐輪場でも自転車やオートバイを盗まれること
が少なくありません。御船警察署管内で発生してい
る自転車盗の約70％が民家やアパート・団地の駐輪
場で被害に遭っています。
　駐輪するときは、どんな場所でもしっかりカギを
掛けましょう！

侵入窃盗に注意！
　御船警察署管内では、自転車盗・オートバイ
盗などの乗り物盗のほかに、空き巣や倉庫荒ら
し等の侵入窃盗も発生しています。
「カギ掛け」の習慣を徹底しましょう！
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【
気
づ
き
】

〜
こ
ん
な
方
が
周
り
に
い
ま
せ
ん

か
？
〜

・
疲
れ
て
い
る

・
食
欲
が
な
い

・
ふ
さ
ぎ
こ
ん
で
い
る

・
口
数
が
少
な
く
な
っ
た

・
「
ど
う
な
っ
て
も
い
い
」
と
い
う

・
過
度
の
飲
酒
を
す
る

【
傾
聴
】

〜
聞
く
際
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
〜

・
ゆ
っ
く
り
話
せ
る
環
境
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う

・
あ
な
た
が
心
配
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
伝
え
ま
し
ょ
う

・
相
手
を
尊
重
し
て
真
剣
な
態
度
で
受

け
止
め
ま
し
ょ
う

・
相
手
の
感
情
、
話
を
否
定
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

・
話
を
聞
い
た
ら
「
話
し
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」「
よ
く
話
し
て
く
れ
た

ね
」
と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
ま

し
ょ
う

【
つ
な
ぎ
】

〜
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う

に
促
し
ま
し
ょ
う
〜

・
相
談
で
き
る
専
門
家
・
相
談
の
方
法

を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

・「
一
緒
に
相
談
に
行
こ
う
」
と
誘
っ

て
み
ま
し
ょ
う

【
見
守
り
】

〜
あ
た
た
か
く
寄
り
添
い
ま
し
ょ

う
〜

　あ
な
た
が
力
に
な
る
こ
と
を
伝
え
、

あ
た
た
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。
あ
な

た
が
そ
ば
に
い
る
こ
と
が
そ
の
人
の
安

心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談

・
熊
本
県
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　☎
３
８
６

─

１
１
６
６

　
　相
談
日:

月
曜
〜
金
曜

・
熊
本
県
御
船
保
健
所

　
　☎
２
８
２

─

０
０
１
６

　
　相
談
日:

毎
月
第
２
木
曜
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　第
４
金
曜

※

い
ず
れ
も
予
約
制

○
町
の
保
健
師
も
ご
相
談
を
承
り
ま

す
。

・
役
場
町
民
課
保
健
係

　
　☎
２
３
７

─

２
５
７
４

消費税率（国・地方）の引き上げについて

１　消費税率（国・地方）が引き上げられます。

２　引上げ分の消費税収（国・地方）はすべて社会保障財源化されます。

３　円滑かつ適正な転嫁にご理解とご協力をお願いします。

※　地方消費税とは、国税である消費税と同様に、事業として行った商品の販売、サービスの提
供等の国内取引や外国貨物の引き取りに対して課税される都道府県税です。

※　消費税率 10％（消費税 7.8％・地方消費税 2.2％）への引上げについては、改めて経済状況等
を総合的に勘案した検討を行います。

○　消費税率（国・地方）の引上げに当たって事業者の方々が円滑かつ適正に転嫁できるよう、
　転嫁、広告・宣伝、価格表示、便乗値上げ等に関する相談窓口を設置しています。
　　ご相談がある方は以下の相談窓口にお問い合わせください。

消費税価格転嫁等総合相談センター　　専用ダイヤル：０５７０ー２００－１２３
【受付時間】平日9:00～ 17:00（平成26年 3月･4月は土曜日も受付）
　※ お住まいの地域に応じて、以下の通話料金がかかります。
　 　固定電話：8.5 円～80円 /3分間、携帯電話：90円 /3分間、公衆電話：30円～220円 /3分間
ＨＰ上の専用フォーム：http://www.tenkasoudan.go.jp（24時間受付）

５％

８％

平成 26年４月１日～

消費税４％

地方消費税１％

消費税 6.3％

地方消費税 1.7％

引
上
げ
分
の
消
費
税
収

全
額
を
社
会
保
障
財
源
化

財
政
健
全
化
に
一
定
の
寄
与

社会保障の充実
（待機児童の解消、医療介護サービスの充実など）

社会保障の安定化
年金国庫負担２分の１等

後代への負担の付け回しの軽減
消費税率引上げに伴う社会保障支出の増〔　　　　　　　〕

3 月 の 納 税 ４ 月 の 納 税 夜 の 税 務 相 談

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料  ⑩期
介護保険料

納期限日（口座振替日）
平成26年3月31日（月）

}
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料  ①期
介護保険料

納期限日（口座振替日）
平成26年4月30日（水）

毎月第２ ・ 第４水曜日

午後６時～午後８時

３月 26日
４月 ９日

町税務課員が対応します。

☎237－2639（直通）

}

※取扱金融機関・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、
　九州労働金庫、熊本第一信用金庫の各店舗。
※領収は、通帳によりご確認下さい。
　　　　　　“納税であなたが築く豊かな郷土 ”

2ロックが自転車を盗まれないための基本です！

自宅や学校でも必ずロック！

　自転車から離れる場合は、わずかな時間でも必ずカギを
掛けましょう！
　御船警察署管内で発生している自転車盗の約90％が、無
施錠の状態で被害に遭っています。カギを掛けていれば被
害を防ぐことができる場合も少なくありません。

　安全と思える自宅の敷地内やアパート・団地、学
校の駐輪場でも自転車やオートバイを盗まれること
が少なくありません。御船警察署管内で発生してい
る自転車盗の約70％が民家やアパート・団地の駐輪
場で被害に遭っています。
　駐輪するときは、どんな場所でもしっかりカギを
掛けましょう！

侵入窃盗に注意！
　御船警察署管内では、自転車盗・オートバイ
盗などの乗り物盗のほかに、空き巣や倉庫荒ら
し等の侵入窃盗も発生しています。
「カギ掛け」の習慣を徹底しましょう！
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桜
の
花
の
季
節
に
な
る
と
、
あ

る
お
母
さ
ん
の
言
葉
を
思
い
出
し

ま
す
。

　
「
保
育
園
入
園
や
、
小
学
校
入

学
と
い
う
家
族
に
と
っ
て
、
と
て

も
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
そ
ん
な

節
目
に
、
我
が
子
は
地
元
の
学
校

に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
の
だ
ろ

う
か
、
そ
ん
な
不
安
な
気
持
ち
で

過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
障
が
い
の
な
い
子
ど
も
た
ち

に
生
き
る
意
味
や
、
地
元
の
学
校

に
通
う
意
味
は
求
め
ら
れ
な
い
。

で
も
、
私
た
ち
家
族
の
よ
う
に
、

障
が
い
を
持
っ
た
子
ど
も
が
地
元

の
学
校
に
通
う
た
め
に
は
『
な
ぜ

地
元
な
の
か
』
と
そ
の
意
味
を
求

め
ら
れ
る
」
と
。
こ
の
よ
う
な
不

安
な
気
持
ち
で
入
学
を
迎
え
て
い

る
家
族
の
思
い
を
ど
れ
だ
け
の
人

が
理
解
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
一
方
、
義
手
を
つ
け
な
が
ら
生

活
を
し
て
い
た
当
時
５
年
生
の
少

女
は
、
周
り
の
子
ど
も
た
ち
と
も

自
然
な
関
わ
り
が
で
き
て
い
ま
し

た
。
片
手
が
使
え
な
い
か
ら
と

い
っ
て
特
別
扱
い
は
絶
対
に
し
な

い
。
で
も
、
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手

が
届
く
よ
う
な
ち
ょ
っ
と
し
た
配

慮
が
で
き
て
い
る
の
で
す
。
低
学

年
か
ら
一
緒
に
生
活
を
し
て
き
た

か
ら
こ
そ
、
そ
ん
な
関
係
を
作
り

出
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
子
の
お
母
さ
ん
は
、
「
う

ち
の
子
を
理
解
し
て
く
れ
る
こ
と

は
嬉
し
い
け
れ
ど
、
そ
れ
だ
け

じ
ゃ
だ
め
な
ん
で
す
。
こ
の
地
域

を
離
れ
た
と
き
、
今
の
友
だ
ち
も

障
が
い
を
持
っ
た
人
と
た
く
さ
ん

出
会
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と

き
、
う
ち
の
子
を
思
い
出
し
て
同

じ
よ
う
に
関
わ
っ
て
欲
し
い
。
他

の
地
域
で
も
そ
ん
な
子
た
ち
が
増

え
た
ら
、
結
果
的
に
う
ち
の
子
も

幸
せ
に
な
れ
る
か
ら
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
一
昨
年
、
文
部
科
学
省
が
出
し

た
「
共
生
社
会
の
形
成
に
向
け
た

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム

の
構
築
の
た
め
の
特
別
支
援
教
育

の
推
進
」
と
い
う
報
告
に
は
、

『
交
流
や
共
同
学
習
の
意
義
に
つ

い
て
は
、
障
害
の
あ
る
子
も
な
い

子
も
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

社
会
性
や
人
間
性
を
育
て
る
こ

と
』
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
、
互
い
に
理
解
し
合
い

つ
な
が
っ
て
い
く
た
め
に
一
緒
に

学
ぶ
こ
と
が
共
生
の
教
育
だ
と
理

解
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
で
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に

関
す
る
相
談
件
数
は
年
々
増
加

し
、
当
事
者
が
未
成
年
で
あ
る
相

談
は
、
前
年
よ
り
も
大
幅
に
増
え

て
お
り
、
件
数
は
約
2.5
倍
と
な
っ

て
い
ま
す
。

《
相
談
事
例
》

①
子
ど
も
が
携
帯
型
ゲ
ー
ム
機
で

ア
イ
テ
ム
等
を
購
入
・
孫
が
ゲ
ー

ム
機
で
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を

し
、
祖
父
の
カ
ー
ド
で
決
済

・
息
子
が
、母
親
が
処
分
し
た
カ
ー

ド
を
使
っ
て
ゲ
ー
ム
機
で
決
済

②
子
ど
も
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
ス
マ
ホ
）で
ア
イ
テ
ム
等
を
購
入

・
娘
が
親
の
ス
マ
ホ
で
ゲ
ー
ム
を

し
、
課
金
時
に
親
が
パ
ス
ワ
ー
ド

を
入
力

・
ス
マ
ホ
で
無
料
ゲ
ー
ム
を
息
子

に
遊
ば
せ
た
と
こ
ろ
電
話
会
社
か

ら
高
額
な
請
求
が
き
た
。

・
子
ど
も
が
親
の
ス
マ
ホ
で
暗
証

番
号
を
入
力
せ
ず
に
ゲ
ー
ム
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
て
い
た
。

③
子
ど
も
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や

携
帯
型
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
ア
イ

テ
ム
等
を
購
入

・
娘
が
親
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
課
金
ア
イ
テ
ム

を
10
万
円
以
上
購
入

・
息
子
が
携
帯
型
音
楽
プ
レ
ー

ヤ
ー
を
使
い
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

で
有
料
ア
イ
テ
ム
を
購
入

《
対
処
法
・
ア
ド
バ
イ
ス
》

○
親
子
で
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
確
認

し
、
話
し
合
う
。

・
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
機
の
機
器
や

ゲ
ー
ム
の
仕
組
み
に
つ
い
て
確
認

・
子
ど
も
が
遊
ん
で
い
る
ゲ
ー
ム

が
無
料
な
の
か
有
料
な
の
か
、
有

料
な
ら
何
が
有
料
な
の
か
再
確
認

○
大
人
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

管
理
に
つ
い
て
注
意
す
る
。

・
自
分
が
ど
こ
に
保
管
中
か
確
認

・
利
用
明
細
を
毎
月
確
認

○
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
場
合
は
親

子
で
広
域
消
費
生
活
相
談
室
へ
。

人
権
問
題
の

　
　
　正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その264〕

「
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
の

　
　
　
　
　大
切
さ
」

同和問題「差別の現実」 なぜ差別が残されたのですか？
　歴史的な背景　①　明治４（1871）年の「解放令」
により江戸時代の身分制度は廃止されたものの、国
による生活の保障や差別をなくすための具体的施策
がなかったこと。
②　明治５（1872）年、全国規模でつくられた戸籍
（壬申戸籍）に、特定の人々を新たな差別的呼称で記
載し、昭和43（1968）年に国が廃止するまで、その
戸籍を閲覧することができ、差別につながっていた
こと。

　社会的な背景　①　日本社会のひとつの特徴とし
て、伝統的な「イエ」意識や家柄、格式を重んじるなど
の封建的な考え方が残っていること。
②　人々の意識の中に「周りがそうするから」といった
世間体を気にしたり、六曜といった迷信などの非合
理的な偏見を無批判に受け入れてしまったりする風
潮が根強く残っていること。
③　自分には関係ない、あえて関わろうとしないなど
無関心の風潮があること。

　差別する人の存在　いかなる歴史的・社会的な背景
があるにせよ、差別を容認することはできません。端
的に言えば、差別をする人の存在がいつまでも同和
問題を残しているのです。このことは、同和問題に限
らず、すべての人権問題に共通していることです。人
権問題は「差別をされる側」の問題ではなく、「差別す
る側」の問題であり、その中には、自分には関係ない
といった無関心であることも含まれます。なぜなら、

無関心は結果的に差別の存在を許してしまうことに
なるからです。

●迷信・因習　非科学的、非合理的なものであるにも
かかわらず、現代においても、ものごとを決めようと
するとき不合理と感じながらも根強く残されている
ものに、迷信、因習といったものがあり、身近なもの
では六曜、干支などがあります。

●ステレオタイプのカテゴリー化（一般化）　ある
グループの人々に対して、別のグループの人々が描
く同じ型にはまったような、しかも多くの場合、あま
り好意的でないイメージのことを「ステレオタイプ」
といいます。この言葉は、もともと印刷に使われる金
属板のことを指し、私たちがある人々に対して描く
イメージを刻みつけるような固定的な態度を比喩的
に示したものです。
　　社会心理学では、ごくわずかの限られた経験や情
報にもとづいて、ものごとを簡略化し、「だがら、あの
人たちはみんな○○なんだ」と決めつけるような私
たちの心のメカニズムを、ステレオタイプのカテゴ
リー化（一般化）と言っています。

（熊本県人権啓発資料から）

見守り新鮮
情報２月号

増
え
続
け
る
子
ど
も
の

　
　
　オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
ト
ラ
ブ
ル

 

〜
家
族
で
ゲ
ー
ム
の
遊
び
方
を
話
し
合
い
、

　

 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
管
理
の
徹
底
を
！
〜

火
曜
日…

御
船
町

　
　
　
☎
２
８
２‐

１
１
１
１

水
曜
日…

嘉
島
町

　
　
　
☎
２
３
７‐

１
１
１
２

木
曜
日…

甲
佐
町

　
　
　
☎
２
３
４‐

３
２
２
３

金
曜
日…

山
都
町

☎
０
９
６
７‐

７
２‐

３
１
３
３

　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（※

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。）

　
毎
月
２
回
無
料
法
律
相
談
も

　
実
施

【
広
域
消
費
生
活
相
談
室
開
設
日
時
】

　
特
定
商
取
引
法
（
以
下
、
特
商

法
）
は
消
費
者
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
や
す
い
取
引
で
、
事
業

者
の
行
為
を
規
制
す
る
と
と
も
に
、

民
法
や
消
費
者
契
約
法
よ
り
手

厚
く
消
費
者
を
保
護
す
る
法
律

で
す
。

◇
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

　
訪
問
販
売
は
店
舗
で
の
販
売
と

異
な
り
、
事
業
者
が
突
然
消
費
者

の
自
宅
を
訪
れ
て
商
品
な
ど
の
購

入
を
迫
る
「
不
意
打
ち
性
」
、
自

宅
な
ど
で
事
業
者
と
消
費
者
が
一

対
一
の
関
係
に
置
か
れ
る
「
密
室

性
」
と
い
う
特
徴
か
ら
、
詐
欺
ま

が
い
脅
迫
ま
が
い
の
不
当
勧
誘
が

起
こ
り
や
す
い
取
引
と
い
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
特
商
法
は
訪
問
販
売

に
つ
い
て
、
法
定
書
面
の
交
付
日

を
含
め
て
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
理

由
を
問
わ
ず
経
済
的
負
担
も
な

く
契
約
を
解
消
で
き
る
「
ク
ー
リ

《
消
費
者
の
た
め
の
法
と
制
度
》

　

  

解
説
〜
特
定
商
取
引
法

ン
グ
・
オ
フ
（
権
）
」
を
消
費
者
に

認
め
て
い
ま
す
。
通
行
人
を
呼
び

止
め
て
営
業
所
な
ど
に
連
れ
込
む

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
、
販
売
目
的

を
隠
し
て
営
業
所
な
ど
に
誘
い
出

す
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
、

電
話
で
執
拗
に
勧
誘
す
る
電
話
勧

誘
販
売
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
訪
問
販
売
と
似
た
状

況
で
は
な
い
契
約
で
も
悪
質
商
法

が
横
行
し
た
こ
と
か
ら
、
語
学
教

室
や
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
な

ど
の
特
定
継
続
的
役
務
提
供
、
新

規
会
員
を
加
入
さ
せ
れ
ば
多
額
の

利
益
が
得
ら
れ
る
と
し
て
勧
誘
す

る
連
鎖
取
引
販
売
、
内
職
や
モ
ニ

タ
ー
な
ど
の
業
務
で
収
入
が
得
ら

れ
る
こ
と
を
誘
い
文
句
に
商
品
を

購
入
さ
せ
る
業
務
提
供
誘
引
販
売

取
引
で
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

認
め
ら
れ
ま
す
（
連
鎖
取
引
販
売

と
業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引
の

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
は
20
日

間
）
。

　
ま
た
、
事
業
者
が
消
費
者
の
自

宅
を
訪
れ
、
貴
金
属
な
ど
を
不
当

な
安
値
で
強
引
に
買
い
取
る
訪
問

購
入
（
押
し
買
い
）
も
、
特
商
法

改
正
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◇
中
途
解
約
権
・
取
消
権
・

　
　
　
　過
量
販
売
解
除
権

　
契
約
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
特

定
継
続
的
役
務
提
供
と
連
鎖
販
売

取
引
で
は
、
消
費
者
に
中
途
解

約
権
が
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

解
約
に
際
し
て
事
業
者
が
消
費

者
に
請
求
で
き
る
違
約
金
な
ど

の
金
額
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
認
め

ら
れ
る
取
引
類
型
で
、
事
業
者

が
不
実
告
知
や
故
意
の
事
実
不

告
知
に
よ
る
勧
誘
を
し
た
場
合

は
消
費
者
に
取
消
権
が
与
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
消
費
者
契
約
法

は
重
要
事
項
に
関
す
る
不
実
告

知
に
限
定
し
て
い
ま
す
が
、
特

商
法
で
は
契
約
締
結
を
必
要
と

す
る
事
情
に
関
す
る
事
項
の
不

実
告
知
で
も
取
消
が
可
能
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
来
年

か
ら
全
家
庭
で
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
る
の
で
、
ガ
ス
漏
れ
警

報
器
を
買
う
必
要
が
あ
る
」
と

虚
偽
の
事
実
を
告
げ
る
行
為
は
、

商
品
購
入
の
動
機
付
け
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
の
不
実
告
知

な
の
で
、
消
費
者
契
約
法
で
は

取
り
消
せ
ま
せ
ん
が
、
特
商
法

で
は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
訪
問
販
売
で
通
常

必
要
と
す
る
分
量
を
著
し
く
超

え
る
商
品
を
購
入
さ
せ
る
契
約

に
つ
い
て
は
、
過
量
販
売
解
除

権
が
消
費
者
に
与
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
　
（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
「
く
ら
し
の
豆
知
識
」
よ
り
）
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桜
の
花
の
季
節
に
な
る
と
、
あ

る
お
母
さ
ん
の
言
葉
を
思
い
出
し

ま
す
。

　
「
保
育
園
入
園
や
、
小
学
校
入

学
と
い
う
家
族
に
と
っ
て
、
と
て

も
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
そ
ん
な

節
目
に
、
我
が
子
は
地
元
の
学
校

に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
の
だ
ろ

う
か
、
そ
ん
な
不
安
な
気
持
ち
で

過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
障
が
い
の
な
い
子
ど
も
た
ち

に
生
き
る
意
味
や
、
地
元
の
学
校

に
通
う
意
味
は
求
め
ら
れ
な
い
。

で
も
、
私
た
ち
家
族
の
よ
う
に
、

障
が
い
を
持
っ
た
子
ど
も
が
地
元

の
学
校
に
通
う
た
め
に
は
『
な
ぜ

地
元
な
の
か
』
と
そ
の
意
味
を
求

め
ら
れ
る
」
と
。
こ
の
よ
う
な
不

安
な
気
持
ち
で
入
学
を
迎
え
て
い

る
家
族
の
思
い
を
ど
れ
だ
け
の
人

が
理
解
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
一
方
、
義
手
を
つ
け
な
が
ら
生

活
を
し
て
い
た
当
時
５
年
生
の
少

女
は
、
周
り
の
子
ど
も
た
ち
と
も

自
然
な
関
わ
り
が
で
き
て
い
ま
し

た
。
片
手
が
使
え
な
い
か
ら
と

い
っ
て
特
別
扱
い
は
絶
対
に
し
な

い
。
で
も
、
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手

が
届
く
よ
う
な
ち
ょ
っ
と
し
た
配

慮
が
で
き
て
い
る
の
で
す
。
低
学

年
か
ら
一
緒
に
生
活
を
し
て
き
た

か
ら
こ
そ
、
そ
ん
な
関
係
を
作
り

出
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
子
の
お
母
さ
ん
は
、
「
う

ち
の
子
を
理
解
し
て
く
れ
る
こ
と

は
嬉
し
い
け
れ
ど
、
そ
れ
だ
け

じ
ゃ
だ
め
な
ん
で
す
。
こ
の
地
域

を
離
れ
た
と
き
、
今
の
友
だ
ち
も

障
が
い
を
持
っ
た
人
と
た
く
さ
ん

出
会
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と

き
、
う
ち
の
子
を
思
い
出
し
て
同

じ
よ
う
に
関
わ
っ
て
欲
し
い
。
他

の
地
域
で
も
そ
ん
な
子
た
ち
が
増

え
た
ら
、
結
果
的
に
う
ち
の
子
も

幸
せ
に
な
れ
る
か
ら
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
一
昨
年
、
文
部
科
学
省
が
出
し

た
「
共
生
社
会
の
形
成
に
向
け
た

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム

の
構
築
の
た
め
の
特
別
支
援
教
育

の
推
進
」
と
い
う
報
告
に
は
、

『
交
流
や
共
同
学
習
の
意
義
に
つ

い
て
は
、
障
害
の
あ
る
子
も
な
い

子
も
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

社
会
性
や
人
間
性
を
育
て
る
こ

と
』
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
、
互
い
に
理
解
し
合
い

つ
な
が
っ
て
い
く
た
め
に
一
緒
に

学
ぶ
こ
と
が
共
生
の
教
育
だ
と
理

解
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
で
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に

関
す
る
相
談
件
数
は
年
々
増
加

し
、
当
事
者
が
未
成
年
で
あ
る
相

談
は
、
前
年
よ
り
も
大
幅
に
増
え

て
お
り
、
件
数
は
約
2.5
倍
と
な
っ

て
い
ま
す
。

《
相
談
事
例
》

①
子
ど
も
が
携
帯
型
ゲ
ー
ム
機
で

ア
イ
テ
ム
等
を
購
入
・
孫
が
ゲ
ー

ム
機
で
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を

し
、
祖
父
の
カ
ー
ド
で
決
済

・
息
子
が
、母
親
が
処
分
し
た
カ
ー

ド
を
使
っ
て
ゲ
ー
ム
機
で
決
済

②
子
ど
も
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
ス
マ
ホ
）で
ア
イ
テ
ム
等
を
購
入

・
娘
が
親
の
ス
マ
ホ
で
ゲ
ー
ム
を

し
、
課
金
時
に
親
が
パ
ス
ワ
ー
ド

を
入
力

・
ス
マ
ホ
で
無
料
ゲ
ー
ム
を
息
子

に
遊
ば
せ
た
と
こ
ろ
電
話
会
社
か

ら
高
額
な
請
求
が
き
た
。

・
子
ど
も
が
親
の
ス
マ
ホ
で
暗
証

番
号
を
入
力
せ
ず
に
ゲ
ー
ム
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
て
い
た
。

③
子
ど
も
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や

携
帯
型
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
ア
イ

テ
ム
等
を
購
入

・
娘
が
親
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
課
金
ア
イ
テ
ム

を
10
万
円
以
上
購
入

・
息
子
が
携
帯
型
音
楽
プ
レ
ー

ヤ
ー
を
使
い
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

で
有
料
ア
イ
テ
ム
を
購
入

《
対
処
法
・
ア
ド
バ
イ
ス
》

○
親
子
で
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
確
認

し
、
話
し
合
う
。

・
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
機
の
機
器
や

ゲ
ー
ム
の
仕
組
み
に
つ
い
て
確
認

・
子
ど
も
が
遊
ん
で
い
る
ゲ
ー
ム

が
無
料
な
の
か
有
料
な
の
か
、
有

料
な
ら
何
が
有
料
な
の
か
再
確
認

○
大
人
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

管
理
に
つ
い
て
注
意
す
る
。

・
自
分
が
ど
こ
に
保
管
中
か
確
認

・
利
用
明
細
を
毎
月
確
認

○
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
場
合
は
親

子
で
広
域
消
費
生
活
相
談
室
へ
。

人
権
問
題
の

　
　
　正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その264〕

「
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
の

　
　
　
　
　大
切
さ
」

同和問題「差別の現実」 なぜ差別が残されたのですか？
　歴史的な背景　①　明治４（1871）年の「解放令」
により江戸時代の身分制度は廃止されたものの、国
による生活の保障や差別をなくすための具体的施策
がなかったこと。

②　明治５（1872）年、全国規模でつくられた戸籍
（壬申戸籍）に、特定の人々を新たな差別的呼称で記
載し、昭和43（1968）年に国が廃止するまで、その
戸籍を閲覧することができ、差別につながっていた
こと。

　社会的な背景　①　日本社会のひとつの特徴とし
て、伝統的な「イエ」意識や家柄、格式を重んじるなど
の封建的な考え方が残っていること。

②　人々の意識の中に「周りがそうするから」といった
世間体を気にしたり、六曜といった迷信などの非合
理的な偏見を無批判に受け入れてしまったりする風
潮が根強く残っていること。

③　自分には関係ない、あえて関わろうとしないなど
無関心の風潮があること。

　差別する人の存在　いかなる歴史的・社会的な背景
があるにせよ、差別を容認することはできません。端
的に言えば、差別をする人の存在がいつまでも同和
問題を残しているのです。このことは、同和問題に限
らず、すべての人権問題に共通していることです。人
権問題は「差別をされる側」の問題ではなく、「差別す
る側」の問題であり、その中には、自分には関係ない
といった無関心であることも含まれます。なぜなら、

無関心は結果的に差別の存在を許してしまうことに
なるからです。

●迷信・因習　非科学的、非合理的なものであるにも
かかわらず、現代においても、ものごとを決めようと
するとき不合理と感じながらも根強く残されている
ものに、迷信、因習といったものがあり、身近なもの
では六曜、干支などがあります。

●ステレオタイプのカテゴリー化（一般化）　ある
グループの人々に対して、別のグループの人々が描
く同じ型にはまったような、しかも多くの場合、あま
り好意的でないイメージのことを「ステレオタイプ」
といいます。この言葉は、もともと印刷に使われる金
属板のことを指し、私たちがある人々に対して描く
イメージを刻みつけるような固定的な態度を比喩的
に示したものです。

　　社会心理学では、ごくわずかの限られた経験や情
報にもとづいて、ものごとを簡略化し、「だがら、あの
人たちはみんな○○なんだ」と決めつけるような私
たちの心のメカニズムを、ステレオタイプのカテゴ
リー化（一般化）と言っています。

（熊本県人権啓発資料から）
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嘉島町食生活改善推進員協議会

｢くまもと食で育む命･絆･夢プラン｣に沿って

洋風ちらしずし
＜材料＞　　　　（４人分）

米　　　　　　　　３合

酢　　　　　　　　大さじ1・1/2

砂糖　　　　　　　大さじ１

塩　　　　　　　　小さじ2/3

スモークサーモン　70ｇ

ロースハム　　　　４枚

プロセスチーズ　　40ｇ

ソラマメ　　　　　20粒

キヌサヤ　　　　　40ｇ

カイワレ菜　　　　適量

卵　　　　　　　　２個

①米は洗ってやや少なめの水加減で炊き、Ａ
を合わせたすし酢を回しかけ、切るように
混ぜて固く絞ったぬれ布巾をかけておく。
②卵を溶き、熱した鍋に流し、菜箸３～４本
で混ぜながら弱火で炒って、固く絞ったぬ
れ布巾の上に鍋底を当て、細かくなるまで
手早く炒る。
③ソラマメはさやから出し、豆の頭の黒いス
ジに包丁で切りこみを入れておき、沸騰し
たお湯に塩・酒（ともに分量外）を入れ、２
分ほど茹で、ザルにとって冷まし、切れ目
の所からそっと皮をむいておく。
④キヌサヤはすじをとり、色よく茹でて１
cm角に切る。
⑤サーモンとハムは１cm 角に切る。チーズ
は小さな角切りにする。
⑥①のすし飯が人肌に冷めたら⑤のハムと
チーズを混ぜ、器に持って、サーモン、ソラ
マメ、キヌサヤ、炒り卵をちらし、カイワレ
菜を飾る。

　　　　　（エネルギー 382kcal、塩分 2.4ｇ）

①鍋にハマグリと水３カップを入れて強火
にかけ、煮立ったらあくを除いて、Ａを加
え、塩、コショウで味を整える。少し煮たら
オリーブオイル少々を入れて一止める。
②①を器に盛り、パセリを散らす。
　　　　　（エネルギー 29kcal、塩分 1.6ｇ）

A

ハマグリのスープ
＜材料＞　　　　（４人分）
ハマグリ　　　　　８～12個
コンソメ　　　　　小さじ1/3
酒　　　　　　　　大さじ１
パセリ　　　　　　少々
塩　　　　　　　　小さじ2/3
コショウ　　　　　少々
オリーブオイル　　少々

A

ちらしずしの材料を変え、ハマグリをお吸い物仕立てにすると
和風行事食になります。

熊本城マラソン
　いよいよ熊本城マラソンの日がやって来まし
た！初マラソンとして参加しようと決めて以来楽
しみにしていましたが、少し怖くて複雑な気持ち
でした。みんな朝の寒さの中で震えていました。
大きなレースで、スタートラインに達するまで５
分もかかりました。その間周りの人たちと話しま
した。
　コースの途中で熊本の行ったことのない道を通
りました。どこでも応援の人達がたくさんいて、
本当にすばらしかったです！子供たちからハイ
タッチをもらったり、たくさんの人が英語で面白
いことを言ったりして応援してくれました。それ
が私に力をくれました。思いがけず友達や生徒た

Finally it was time for the Kumamoto Castle 
Marathon! It was my first every marathon so 
I've been looking forward to it and dreading it 
since I signed up. Everyone was shivering in the 
morning cold. It was a big race so we to wait 
five minutes to cross the start line. I talked to 
the people around me.
Along the way I went to parts of Kumamoto 
I've never seen before. There were so many 
supporters everywhere; it was really great! Lots 
of children gave me high fives and many people 
cheered me for me and said funny things in 
English! That gave me an energy boost. And I 
unexpectedly saw a few friends and students 
which was a nice surprise.
The final 1km is difficult because it's uphill. 
But somehow I did it! Then I let my tired legs 
rest. I'm not sure I want to run another mara-
thon but I'm really happy that I ran in Kuma-
moto - it was an unforgettable experience and I 
would definitely recommend it.

Kumamoto Castle Marathon

ちも見かけて、感激しました。
　最後の１キロが坂道なので大変です。でも、な
んとか完走できました！それから疲れた足を休ま
せました。またマラソン大会に出るかは分かりま
せんが、熊本城マラソンに出場できて良かったで
す。忘れられない体験でした。そして、私のお勧
めのレースですよ。
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嘉島町食生活改善推進員協議会

｢くまもと食で育む命･絆･夢プラン｣に沿って

洋風ちらしずし
＜材料＞　　　　（４人分）

米　　　　　　　　３合

酢　　　　　　　　大さじ1・1/2

砂糖　　　　　　　大さじ１

塩　　　　　　　　小さじ2/3

スモークサーモン　70ｇ

ロースハム　　　　４枚

プロセスチーズ　　40ｇ

ソラマメ　　　　　20粒

キヌサヤ　　　　　40ｇ

カイワレ菜　　　　適量

卵　　　　　　　　２個

①米は洗ってやや少なめの水加減で炊き、Ａ
を合わせたすし酢を回しかけ、切るように
混ぜて固く絞ったぬれ布巾をかけておく。
②卵を溶き、熱した鍋に流し、菜箸３～４本
で混ぜながら弱火で炒って、固く絞ったぬ
れ布巾の上に鍋底を当て、細かくなるまで
手早く炒る。
③ソラマメはさやから出し、豆の頭の黒いス
ジに包丁で切りこみを入れておき、沸騰し
たお湯に塩・酒（ともに分量外）を入れ、２
分ほど茹で、ザルにとって冷まし、切れ目
の所からそっと皮をむいておく。
④キヌサヤはすじをとり、色よく茹でて１
cm角に切る。
⑤サーモンとハムは１cm 角に切る。チーズ
は小さな角切りにする。
⑥①のすし飯が人肌に冷めたら⑤のハムと
チーズを混ぜ、器に持って、サーモン、ソラ
マメ、キヌサヤ、炒り卵をちらし、カイワレ
菜を飾る。

　　　　　（エネルギー 382kcal、塩分 2.4ｇ）

①鍋にハマグリと水３カップを入れて強火
にかけ、煮立ったらあくを除いて、Ａを加
え、塩、コショウで味を整える。少し煮たら
オリーブオイル少々を入れて一止める。
②①を器に盛り、パセリを散らす。
　　　　　（エネルギー 29kcal、塩分 1.6ｇ）

A

ハマグリのスープ
＜材料＞　　　　（４人分）
ハマグリ　　　　　８～12個
コンソメ　　　　　小さじ1/3
酒　　　　　　　　大さじ１
パセリ　　　　　　少々
塩　　　　　　　　小さじ2/3
コショウ　　　　　少々
オリーブオイル　　少々

A

ちらしずしの材料を変え、ハマグリをお吸い物仕立てにすると
和風行事食になります。

熊本城マラソン
　いよいよ熊本城マラソンの日がやって来まし
た！初マラソンとして参加しようと決めて以来楽
しみにしていましたが、少し怖くて複雑な気持ち
でした。みんな朝の寒さの中で震えていました。
大きなレースで、スタートラインに達するまで５
分もかかりました。その間周りの人たちと話しま
した。
　コースの途中で熊本の行ったことのない道を通
りました。どこでも応援の人達がたくさんいて、
本当にすばらしかったです！子供たちからハイ
タッチをもらったり、たくさんの人が英語で面白
いことを言ったりして応援してくれました。それ
が私に力をくれました。思いがけず友達や生徒た

Finally it was time for the Kumamoto Castle 
Marathon! It was my first every marathon so 
I've been looking forward to it and dreading it 
since I signed up. Everyone was shivering in the 
morning cold. It was a big race so we to wait 
five minutes to cross the start line. I talked to 
the people around me.
Along the way I went to parts of Kumamoto 
I've never seen before. There were so many 
supporters everywhere; it was really great! Lots 
of children gave me high fives and many people 
cheered me for me and said funny things in 
English! That gave me an energy boost. And I 
unexpectedly saw a few friends and students 
which was a nice surprise.
The final 1km is difficult because it's uphill. 
But somehow I did it! Then I let my tired legs 
rest. I'm not sure I want to run another mara-
thon but I'm really happy that I ran in Kuma-
moto - it was an unforgettable experience and I 
would definitely recommend it.

Kumamoto Castle Marathon

ちも見かけて、感激しました。
　最後の１キロが坂道なので大変です。でも、な
んとか完走できました！それから疲れた足を休ま
せました。またマラソン大会に出るかは分かりま
せんが、熊本城マラソンに出場できて良かったで
す。忘れられない体験でした。そして、私のお勧
めのレースですよ。
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・村上寅美家の偲ぶ会
・熊本地方法務局来庁対応
・熊本県市町村職員研修協議会来庁対応
・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁対応
・九州地区町村会長・事務局長会議　～6日
・サントリー熊本工場長来庁対応
・熊本県土地改良事業団体連合会来庁対応
・熊本県保育研究大会
・熊本県町村会来庁対応
・第40回郡市対抗熊日駅伝結団式
・甲斐利幸前山都町長旭日小綬章受章祝賀会
・第40回郡市対抗熊日駅伝慰労会
・野田たけし新春のつどい
・熊本県土地改良事業団体連合会理事会
・熊本県及び県議会へ取組等活動報告
・人工内耳友の会来庁対応
・熊本県土地改良事業団体連合会来庁対応
・第２回くまもと地下水会議
・全労連九州ブロック協議会との懇談
・県警・企業等協議会
・嘉島町地域農業再生協議会
・熊本県獣医師会来庁対応
・嘉島町保護司会懇親会
・国民年金基金来庁対応
・ハッピードリームサーカス熊本公演オープニ
　ングセレモニー
・上益城管内町長及び西原村長合同会議
・御船地区衛生施設組合管理者会議及び組合議
・熊本県市町村職員共済組合全員協議会
・嘉島町都市計画審議会
・県警本部来庁対応
・熊本県財産審議会来庁対応
・熊本県町村議会議長会総会
・熊本県市町村職員研修協議会役員会
・熊本県町村会評議員会
・熊本県市町村総合事務組合議会
・熊本中央広域事務協議会
・国民年金基金代議員会議
・嘉島町老人クラブ連合会シルバーヘルパー研
　修会
・熊本県後期高齢者医療広域連合議会
・益城クリーンセンター定例会
・益城町合併60周年記念式典
・V・プレミアリーグバレーボール
・岡﨑誠男旭日双光章受章祝賀会
・嘉島町老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会
・嘉島町国保運営協議会
・上益城広域連合長会議及び議会
・第１回上益城消防組合臨時議会
・熊本県土地改良事業団体連合会上益城支部協
　議会総会
・嘉島町議会定例会議会運営員会
・庁内常会
・緑川河川環境懇談会
・坂本哲志2014春の集い
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今
年
の
冬
の
寒
さ
は
格
別
で
し
た
が
、
春
は

間
近
で
す
。
木
々
の
芽
吹
き
と
と
も
に
、
嘉
島

町
に
も
明
る
い
春
が
め
ぐ
っ
て
き
ま
す
。

　
町
民
会
館
は
い
よ
い
よ
３
月
16
日
に
落
成
式

を
迎
え
ま
す
。
着
工
か
ら
１
年
半
。
式
典
で
は

幼
稚
園
・
保
育
園
か
ら
小
中
学
校
ま
で
、
こ
れ

か
ら
の
嘉
島
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
み
ん
な
で
祝
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
22
日
に
は
、
九
州
中
央
自
動
車
道
の
嘉
島

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
御
船
町
の
小
池
高
山
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
１
・
８
㌔
が
開
通
し
ま

す
。
災
害
時
の
代
替
路
と
し
て
の
活
用
の
ほ

か
、
高
速
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
に
よ
っ

て
、
物
流
や
地
域
経
済
だ
け
で
な
く
、
今
年
か

ら
事
業
が
本
格
化
す
る
東
部
台
地
の
土
地
区
画

整
理
事
業
に
も
好
影
響
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
町
の
新
た
な
希
望
が
芽
生
え
る
春
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
左
記
の
皆
様
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地

域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ

い
。」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
多

額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
、
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平
成
26
年
２
月
21
日
現
在

寒
晴
れ
と
い
う
一
日
を
賜
り
て
山
茶
花
の
紅
冴
え
か
へ
る
か
な

誕
生
日
祝
い
く
る
る
と
言
う
か
ら
に
久
々
に
着
る
大
島
紬

窓
の
外
次
第
に
明
る
む
朝
ま
だ
き
雀
も
静
か
今
日
寒
の
入
り

泣
き
虫
の
吾
を
叱
り
な
ぐ
さ
め
し
恩
師
に
今
日
は
遺
影
に
て
会
う

ま
な
板
の
上
に
置
か
れ
た
り
ん
ご
一
つ
ま
っ
す
ぐ
立
ち
て
赤
く
輝
く

冬
の
陽
の
射
し
て
麦
田
に
白
き
湯
気
麦
の
新
芽
の
吐
く
息
の
ご
と

空
腹
の
吾
に
兆
す
高
齢
者
運
転
コ
ー
ス
巡
り
お
お
せ
て

恒
例
の
寄
付
を
受
け
取
り
若
き
人
額
に
高
く
押
し
戴
き
ぬ

玄
関
に
大
瓶
据
ゑ
て
松
に
竹
千
両
万
両
蠟
梅
を
活
く

元
旦
を
と
に
も
か
く
に
も
迎
え
た
り
お
だ
や
か
に
あ
れ
あ
た
ら
し
き
年

ス
イ
ッ
チ
が
入
り
て
母
は
陽
気
な
り
昔
馴
染
み
の
人
の
輪
の
中

稲
井
千
代
乃

北
澤
喜
美
子

栗
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子

工
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代

榊
原
レ
イ
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立
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津
出
ト
ヨ
子

三
池

　淑
恵

本
住

　晴
美

ハッピードリームサーカス熊本公演のオープニング
セレモニーでテープカット（右から3人目）

鳥は宿る池中の樹

池川　直子さん（西村）

濱﨑すみ子さん（高田）

村
田
タ
カ
子
さ
ん
（
上
島
）
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・村上寅美家の偲ぶ会
・熊本地方法務局来庁対応
・熊本県市町村職員研修協議会来庁対応
・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁対応
・九州地区町村会長・事務局長会議　～6日
・サントリー熊本工場長来庁対応
・熊本県土地改良事業団体連合会来庁対応
・熊本県保育研究大会
・熊本県町村会来庁対応
・第40回郡市対抗熊日駅伝結団式
・甲斐利幸前山都町長旭日小綬章受章祝賀会
・第40回郡市対抗熊日駅伝慰労会
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・熊本県土地改良事業団体連合会来庁対応
・第２回くまもと地下水会議
・全労連九州ブロック協議会との懇談
・県警・企業等協議会
・嘉島町地域農業再生協議会
・熊本県獣医師会来庁対応
・嘉島町保護司会懇親会
・国民年金基金来庁対応
・ハッピードリームサーカス熊本公演オープニ
　ングセレモニー
・上益城管内町長及び西原村長合同会議
・御船地区衛生施設組合管理者会議及び組合議
・熊本県市町村職員共済組合全員協議会
・嘉島町都市計画審議会
・県警本部来庁対応
・熊本県財産審議会来庁対応
・熊本県町村議会議長会総会
・熊本県市町村職員研修協議会役員会
・熊本県町村会評議員会
・熊本県市町村総合事務組合議会
・熊本中央広域事務協議会
・国民年金基金代議員会議
・嘉島町老人クラブ連合会シルバーヘルパー研
　修会
・熊本県後期高齢者医療広域連合議会
・益城クリーンセンター定例会
・益城町合併60周年記念式典
・V・プレミアリーグバレーボール
・岡﨑誠男旭日双光章受章祝賀会
・嘉島町老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会
・嘉島町国保運営協議会
・上益城広域連合長会議及び議会
・第１回上益城消防組合臨時議会
・熊本県土地改良事業団体連合会上益城支部協
　議会総会
・嘉島町議会定例会議会運営員会
・庁内常会
・緑川河川環境懇談会
・坂本哲志2014春の集い
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　ソ
チ
五
輪
で
は
雪
上
、
氷
上
の
熱

い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
寝
不
足

で
体
調
を
崩
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
公
務
員

ラ
ン
ナ
ー
の
対
決
が
注
目
さ
れ
る

中
、
抽
選
で
漏
れ
た
私
は
、
ウ
ズ
ウ

ズ
し
な
が
ら
の
テ
レ
ビ
観
戦
で
し

た
。　来

年
こ
そ
は
走
れ
る
よ
う
に
ジ
ョ

ギ
ン
グ
を
再
開
し
よ
う
と
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。

　
　
　
　
　（
係
）

発行所 嘉島町
発行人 荒 木 泰 臣
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発行日　平成26年３月14日

嘉島町の人口動態

平成26年2月28日現在

（前月比）

嘉島東小３年生が自分たちで育てた大豆でコロッケを
作りました。上手においしくできたかな。（本文７㌻）

作ったよ ！

人　口　 9,085 人　　（＋38）

　男　　 4,366 人　　（＋20）

　女　　 4,719 人　　（＋18）

世帯数　 3,351 世帯　（＋24）

-

- - -

No.484No.484

ハッピードリームサーカスのオープニングセレモニーでさくら太鼓を
披露した嘉島幼稚園の園児と荒木町長、団員たち。
ハッピードリームサーカスのオープニングセレモニーでさくら太鼓を
披露した嘉島幼稚園の園児と荒木町長、団員たち。

広報かしま2014.3

主な内容

○多目的競技場完成……②
○米生産数量目標………②
○駅伝２人で９人抜き…③
○サーカス開幕…………④
○グラウンドゴルフ……④
○足手荒神大祭…………⑤

○園児の生活発表会……⑥
○「海苔の日」給食……⑥
○東小大豆コロッケ……⑦
○西小持久走大会………⑧
○町民会館ホール予約…⑧
○お知らせ情報館…⑨～⑬
○人権シリーズ…………⑭
○かしまの文芸…………⑱

清水わき 心ふれあう 嘉島町

年
平成 年

　鯰ふれ笑(あ)いサロンの皆さん。平成21年8月にサロン活動をスタート。毎月第1・3水曜日にいきいき教室
で介護予防の体操などを行っています。
　2月5日は、健康づくり体操のあと、ブローチづくりに挑戦。針や糸を使っての細かい作業とあって、いつ
になく静かでしたが、完成するころにはいつもどおりの笑顔の絶えない和やかな雰囲気でした。ふくろうブ
ローチが福をもたらしてくれることでしょう。

「Ｌet’s enjoy 楽しんでいます」では元気に活動されるお年寄りの団体や個人を紹介します。
掲載を希望される方は総務課広報係までご連絡ください。

3月16日（日）　熊本回生会病院（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　 ☎２３７－１１３３
3月21日（金・祭）　御船クリニック（御船町）
　　　　　　　　　　　　 ☎２８２－０１０６
3月23日（日）　泰泉堂牟田医院（御船町）
　　　　　　　　　　　　 ☎２８２－０２１６
3月30日（日）　大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）
　　　　　　　　　　　　 ☎２８２－３９００
4月 6日（日）　香田整形外科医院（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　 ☎２３７－２８１１
　　　　　  古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
　　　　　　　　　　　　 ☎２８４－２０１０
4月13日（日）　小糸整形外科医院（御船町）
　　　　　　　　　　　　 ☎２８２－００５０
4月20日（日）　たなか内科眼科医院（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　 ☎２３５－７２３５
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